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概要 

 

クロチアニジンについては、農薬の再評価において農薬登録を受けた者から公表文献

に関する報告書及び公表文献の写しの提出を受けており、農林水産省は、これらの公表

文献が「公表文献の収集、選択等のためのガイドライン」（令和 ３ 年 ９ 月 22 日 農業

資材審議会農薬分科会決定。以下「文献ガイドライン」という。）に従って収集、選択

等されていることを確認し、農林水産省ホームページに報告書を公開している

（https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/saihyoka/33_shimon.html）。 

令和 ５年 ７ 月 27 日付けで文献ガイドラインが改正され、改正後の文献ガイドライン

に照らし、追加でWeb of Science Core Collection (WOSCC) を用いた収集を実施した。な

お、海外評価書に引用されている文献に関する調査は、既に公開している報告書におい

て改正後の文献ガイドラインの内容を満たす方法で実施されており、今回、追加収集の

対象とはしなかった。 

再評価資料の提出期限の始期の６か月前から過去15年間（2006年～2021年）に公表さ

れた文献について、クロチアニジン及びクロチアニジンを含む農薬製剤について検索し

た結果、1113論文を収集した。改正後の文献ガイドラインに照らし、評価対象となる影

響及び評価対象の生物種等により絞り込んだ443論文について、評価目的との適合性（第

１段階）を評価した。 

第１段階において、443論文のうち148論文を適合性なしに分類した。 

それ以外の295論文から既に公開された報告書に引用されている論文を除いた115論文

について第２段階で評価目的との適合性を評価した結果、64論文を適合性なしに分類し

た。 

残りの51論文のうち、ヒトに対する毒性に関する１論文並びに生活環境動植物及び家

畜に対する毒性に関する６論文を第２段階適合性ｂに分類し、ヒトに対する毒性に関す

る９論文、農作物及び畜産物への残留に関する３論文、生活環境動植物及び家畜に対す

る毒性に関する31論文並びに環境動態に関する１論文を第２段階適合性ｃに分類した。 
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１． 検索に用いたデータベース、検索日及び検索に用いたデータベースに関する情報 

表１ 文献検索に用いたデータベースの概要 
データベース名 データベースの特徴 

収載分野、等 
収載範囲、

文献検索時

の文献数 

更新頻度 検索日 検索対象

期間 

Web of Science  
Core Collection 
(WOSCC) 

・世界最大の出版社に中

立な引用索引・研究情報

プラットフォーム 
・科学技術分野（1900 年

～）、社会科学分野

（1900 年～）及び人文科

学分野（1975 年～）の主

要な学術雑誌に掲載され

た文献の書誌・引用文献

情報、1990 年以降の世界

の重要会議、シンポジウ

ム、セミナー等で発行さ

れた会議録の情報を収

録。254 の専門分野に分

類、収載されている。 

2004～現在 
54,590,255
件  
（2024/1/30
現在） 

毎日 2024/1/30 2006/4/1～
2021/3/31 

 
 

２． 検索に使用したキーワード、検索の条件 

（１）対象とする農薬 

表２ 検索に用いたキーワード：有効成分クロチアニジン 
一般名 Clothianidin 
IUPAC/CAS 名 (E)-1-(2-chloro-1,3-thiazol-5-ylmethyl)-3-methyl-2-nitroguanidine 
CAS 番号 210880-92-5 
EEC Number 433-460-1 
その他名称 TI-435 

表３ 検索に用いたキーワード：有効成分クロチアニジンを含む製剤 
製剤名 DANTOTSU 
その他名称 - 

 

（２）評価対象となる影響 

表４ 評価対象となる影響に関する分類フィールド（Web of Science） 
ヒトに対する毒性 agriculture multidisciplinary 

allergy 
biochemistry molecular biology 
cell biology 
clinical neurology 
critical care medicine 
developmental biology 
emergency medicine 
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endocrinology metabolism 
environmental sciences 
genetics heredity 
immunology 
medicine general internal 
medicine research experimental 
multidisciplinary sciences 
neurosciences 
oncology 
pediatrics 
pharmacology pharmacy 
physiology 
public environmental occupational health 
reproductive biology 
toxicology 
veterinary sciences 

農作物及び畜産物への残留 agriculture multidisciplinary 
agriculture dairy animal science  
environmental sciences 
food science technology 
multidisciplinary sciences 
pharmacology pharmacy 
plant sciences 
veterinary sciences 
zoology 

生活環境動植物及び家畜に対す

る毒性 
agriculture multidisciplinary 
biochemistry molecular biology 
biodiversity conservation 
biology 
cell biology 
developmental biology 
ecology 
endocrinology metabolism 
entomology 
environmental sciences 
environmental studies 
fisheries 
marine freshwater biology 
microbiology 
multidisciplinary sciences 
neurosciences 
ornithology 
pharmacology pharmacy 
plant sciences 
reproductive biology 
toxicology 
veterinary sciences 
zoology 

環境動態 agriculture multidisciplinary 
ecology 
environmental sciences 
environmental studies 
fisheries 
limnology 
marine freshwater biology 
multidisciplinary sciences 
soil science 
water resources 



        

5 
 

下線部は改正前の文献ガイドランにおける Web of Science を用いた検索における評価対象とな

る影響に関する分類フィールドを示す。 

 

（３）評価対象の生物種等 

表５ 評価対象となる生物種等に関するキーワード 
ヒトに対する毒性 rat* OR mouse OR mice OR dog* OR rabbit* OR monkey* 

OR pig* OR human* OR hen OR typhimurium OR coli OR 
somatic OR gen* OR public OR health OR epidemi* OR 
public 

農作物及び畜産物への残留 crop* OR plant* OR commodity OR food OR feed* OR 
livestock OR hen OR cattle* OR cow* OR goat* OR pig* OR 
ruminant* OR cow* OR poultry OR honey OR milk OR 
process* 

生活環境動植物及び家畜に対す

る毒性 
plant* OR avian OR wild OR bird* OR mallard OR duck OR 
quail OR bobwhite OR vertebrat* or mammal* OR rat OR 
mouse OR mice OR rabbit* OR hare OR lemna OR alga* OR 
fish OR amphib* OR reptil* OR daphni* OR crustace* OR 
aquatic OR marin* OR estuarine* OR chiron* OR sediment 
dwell* OR gastropod* OR mollusc* OR bumble OR honey OR 
solitary OR bee* OR pollinator OR api* OR arthropod* OR 
beneficial* OR insect* OR collembol* OR earthworm* 

環境動態 soil OR water* OR sediment OR air 
*: ワイルドカード（前方一致検索、後方一致検索） 

 
 

３． 評価目的との適合性評価（第１段階、第２段階）及び信頼性評価で設定した判断

基準 

（１）評価目的との適合性（第１段階：RA）で設定した判断基準 

第１段階として、文献の表題及び要約に基づき、下記の①から⑮に該当するも

のは明らかに評価の目的と適合しない文献と見なした。 

① 当該農薬と関係しない論文（当該農薬の代替剤等） 

② 政策、社会、経済分析に関する論文 

③ 農産物等の生産、流通に関する論文 

④ 薬効、薬害、物理的化学的性状に関する論文 

⑤ 分析法やその開発に関する論文 

⑥ 新規合成法や基礎化学の観点で記載された論文 

⑦ 特許関連文献 

⑧ リスク評価をする上で十分なデータや情報を含まない学会発表等の概要や総

説、成書 

⑨ リスク評価に使用できる新規のデータが提示されていない意見書 

⑩ 科学論文や規制についての総説を含む二次情報において、当該文献が参照す

る一次資料（原著）の確認ができないもの 

⑪ 一般的な農薬の暴露に関する論文（当該農薬に限定せず、広範囲の農薬につ

いて記載されたもの） 
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⑫ 異なる有効成分に由来する混合製剤の毒性に関する論文 

⑬ 文献ガイドラインⅣの２の②に掲げる４分野に関係しない論文 

⑭ 日本で登録されている処方以外の製剤に関する論文 

⑮ コンピュータシミュレーション等を用いたドライラボのみの論文 

   

（２）評価目的との適合性（第２段階：DA）及び信頼性評価で設定した判断基準 

第１段階で除外した以外の公表文献については、文献全文の内容に基づいて、

以下の手順に従って評価目的との適合性を検証し、その結果により分類した。 

（ア）評価の目的と適合しない文献の除外 

文献全文の内容に基づき、３．（１）の①から⑮のほかに、以下の⑯又は⑰に

該当するものは明らかに評価の目的と適合しない文献と見なし、その論文リスト

と判断理由を表８に示した。 

⑯ 試験設計、試験系、試験種、被験物質、暴露経路等が評価に活用する観点で

妥当でないもの 
a) 試験方法が記載されていないもの 
b) 適切に評価できる試験種で実施されていないもの 
c) 適切な経路で投与／処理されていないもの 
d) 投与又は処理した被験物質量が明記されていないもの 
e) 被験物質の添加に用いた媒体が確認できないもの 
f) 分析法が記載されていないもの 

⑰ 日本の代表的な使用方法／使用条件における評価に活用できない文献（ほ場

条件、土性等） 

（イ）評価の目的と適合した文献の分類 

(ア)で除外した以外の文献については、適合性があると判断した文献とし、下

記の分類基準にしたがって、全文をレビューし３つの区分に分類した。 

① 分類基準 
1. 実施している試験環境がテストガイドライン（TG）で定める条件と合っ

ていること 
2. 投与又は処理した被験物質の純度が明記されていること 
3. 統計解析が可能な動物数／例数が確保されていること 
4. 複数の用量で実施されていること（最低３用量で実施） 
5. 無処理区（コントロール区）が設定されており、TG に照らしその結果が

適正であること 
6. 解析方法及び結果が報告されていること 

ヒトに対する毒性に関して、区分ａに該当するかどうかについては、食品安

全委員会で示された「定量的データ」として分類される下記基準を参考とし

た。 
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 公表文献で用いられた用量が、研究内容と同等である安全性試験で用い

られた最低用量よりも低いこと 
 公表文献の研究結果が、他の試験結果と比較できる単位を用いて報告さ

れていること 
 研究の結論、エンドポイント及び用量が正確で、信頼でき、妥当である

ことを実証するための十分な情報が公表文献中に提供されており、研究

結果が再現される可能性があると判断できること 

② 分類区分 

表６ 評価目的への適合性がある文献の分類 
区分 該当する文献 

ａ 
リスク評価パラメーター（ADI、ARfD、AOEL、残留基準、生活環

境動植物の登録基準、水産 PEC 等）を設定又は見直すために利用可

能と判断される文献 

ｂ 
リスク評価パラメーターを設定する際の補足データとして利用が可

能と想定される文献  
ｃ ａ又はｂに分類されない文献 

 

（３）結果の信頼性に基づく分類 

評価目的への適合性評価において「区分ａ」に分類した文献についてはKlimisch
基準における分類を参考として、下記の分類基準に基づき、信頼性を評価した。 

表７ Klimisch 基準の概要 
分類 信頼性 判断基準 

 

 

1 

 

 

信頼性あり 

（制限なし） 

以下のいずれかの試験/データに該当する場合。 

•有効性が確認された方法又は国際的に認められたテストガイド

ラインに基づいて実施されている（GLP 適合が望ましい）。 

•試験項目（評価パラメーター）が特定（国レベル）のテストガ

イドラインに基づいている。 

• 全ての試験項目がテストガイドラインに示された方法と関連性が

強い/同等により報告されている。 

 

 

2 

 

 

信頼性あり 

（制限あり） 

以下のいずれかの試験/データに該当する場合（大抵は非 GLP 試
験）。 

・試験項目は特定の試験ガイドラインに完全には準拠していな

いが、内容が受け入れ可能である。 

・試験方法がテストガイドラインから逸脱しているものの、詳細

な報告に基づき科学的に受け入れ可能な結果が示されている。 

 

3 

 

信頼性なし 

試験系、被験物質又は暴露経路の妥当性、記載情報の不十分さ等の

観点から、エキスパートジャッジのためには許容できないと考えら

れる試験/データ 

4 評価不能 
試験の詳細が不明であり、要約のみの記載又は二次情報（書籍、

総論等）として記載された試験/データ 
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（ア）ヒトに対する毒性については、ToxRtool (Toxicological data Reliability 
assessment Tool)を分類基準として活用した。 
（ToxRTool - Toxicological data reliability assessment tool (europa.eu)） 

（イ）それ以外の３分野については、6278 号局長通知で定めるテストガイドライン

への適用状況を中心に以下のような分類基準を設定し、Klimisch 基準のどの

分類に該当するかを判断した。 

① 農作物及び畜産物への残留 
 試験した作物が TG で定める代表的な作物か 
 試験系の条件が明記されているか（たとえば、作物の生育ステージ、圃

場の状況、処理量、処理方法、処理時期、PHI、サンプリング方法） 
 サンプリング後の試料保管中の被験物質の安定性が検証されているか 
 サンプリング後の試料の保管条件が明記されているか 
 栽培条件（密度や仕立て）が適切であるか 
 処理量が登録で定める GAP の範囲内であるか 
 

② 生活環境動植物及び家畜に対する毒性 
 水生生物試験では、被験物質が水に溶解していること 
 供試した生物種の由来、飼育条件、系統、週齢、体重あるいは体長等が

明らかであること 
 試験期間の環境（温度等）が TG に照らし適切であること 
 試験期間を通じて計画した濃度で被験物質に暴露していること 
 経時的な観察記録や結果の確認がなされていること 

 
③ 環境動態 
 試験系の条件が明記されていること（たとえば、土壌の試験であれば、

土質、pH、有機炭素含量、密度、水分含量、微生物活性等） 
 試験に使用した土壌等が TG で定める条件を満たしていること 
 サンプリング方法が TG で定めた条件をみたしていること 
 サンプリング後の試料の保管中の被験物質の安定性が検証されているこ

と 
 サンプリング後の試料の保管条件が明記されていること 

  

https://joint-research-centre.ec.europa.eu/scientific-tools-and-databases/toxrtool-toxicological-data-reliability-assessment-tool_en
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４． 検索結果のまとめ 

（１）WOSCC を検索した結果のまとめ 

WOSCC を用いて検索した結果を表８に示した。再評価資料の提出期限の始期の

６か月前から過去 15 年間（2006 年～2021 年）に公表された文献について、ク

ロチアニジン及びクロチアニジンを含む農薬製剤について検索した結果、1113 論

文を収集し、改正後の文献ガイドラインに照らし評価対象となる影響及

び評価対象の生物種等により絞り込んだ。  

本報告書は改正後の文献ガイドラインで追加された Web of Scienceを用いた検索

における評価対象となる影響に関する分類フィールドに係る文献を収集することが

目的であるため、検索の過程で、分類フィールドについては「「改正後の文献ガイ

ドラインの表４に記載の分類フィールド」NOT「改正前の文献ガイドラインの表

４に記載の分類フィールド（表８の下線部）」」として検索を行った。 

表８ Web of Science Core Collection でクロチアニジンを検索した結果のまとめ 
データベース名 Web of Science Core Collection 
検索日 2024 年１月 30 日 
検索対象期間 2006 年４月１日 から 2021 年３月 31 日 
最終の更新日 2024 年１月 29 日 
検索に用いたキーワ

ード 
「① AND ②(全部) AND ③」NOT「① AND ②(下線部) AND ③」 

① ② ③ 
ヒトに対する毒性 Clothianidin OR (E)-1-(2-

chloro-1,3-thiazol-5-
ylmethyl)-3-methyl-2-
nitroguanidine OR 210880-
92-5 OR 433-460-1 OR TI-
435 OR DANTOTSU 

agriculture 
multidisciplinary 
allergy 
biochemistry 
molecular biology 
cell biology 
clinical neurology 
critical care medicine 
developmental biology 
emergency medicine 
endocrinology 
metabolism 
environmental 
sciences 
genetics heredity 
immunology 
medicine general 
internal 
medicine research 
experimental 
multidisciplinary 
sciences 
neurosciences 
oncology 
pediatrics 
pharmacology 
pharmacy 
physiology 
public environmental 
occupational health 
reproductive biology 

rat* OR mouse OR 
mice OR dog* OR 
rabbit* OR monkey* 
OR pig* OR human* 
OR hen OR 
typhimurium OR coli 
OR somatic OR gen* 
OR public OR health 
OR epidemi* OR 
public 
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toxicology 
veterinary sciences 

農作物及び畜産物へ

の残留 
agriculture 
multidisciplinary 
agriculture dairy 
animal science  
environmental 
sciences 
food science 
technology 
multidisciplinary 
sciences 
pharmacology 
pharmacy 
plant sciences 
veterinary sciences 
zoology 

crop* OR plant* OR 
commodity OR food 
OR feed* OR 
livestock OR hen OR 
cattle* OR cow* OR 
goat* OR pig* OR 
ruminant* OR cow* 
OR poultry OR honey 
OR milk OR process* 

生活環境動植物及び

家畜に対する毒性 
agriculture 
multidisciplinary 
biochemistry 
molecular biology 
biodiversity 
conservation 
biology 
cell biology 
developmental biology 
ecology 
endocrinology 
metabolism 
entomology 
environmental 
sciences 
environmental studies 
fisheries 
marine freshwater 
biology 
microbiology 
multidisciplinary 
sciences 
neurosciences 
ornithology 
pharmacology 
pharmacy 
plant sciences 
reproductive biology 
toxicology 
veterinary sciences 
zoology 

plant* OR avian OR 
wild OR bird* OR 
mallard OR duck OR 
quail OR bobwhite 
OR vertebrat* or 
mammal* OR rat OR 
mouse OR mice OR 
rabbit* OR hare OR 
lemna OR alga* OR 
fish OR amphib* OR 
reptil* OR daphni* 
OR crustace* OR 
aquatic OR marin* 
OR estuarine* OR 
chiron* OR sediment 
dwell* OR 
gastropod* OR 
mollusc* OR bumble 
OR honey OR 
solitary OR bee* OR 
pollinator OR api* 
OR arthropod* OR 
beneficial* OR 
insect* OR 
collembol* OR 
earthworm* 

環境動態 agriculture 
multidisciplinary 
ecology 
environmental 
sciences 
environmental studies 
fisheries 
limnology 
marine freshwater 
biology 

soil OR water* OR 
sediment OR air 
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multidisciplinary 
sciences 
soil science 
water resources 

検索結果 
検索条件（キーワー

ド） 
① 「①AND②(全部)」

NOT「①AND②(下
線部)」 

「①AND②(全
部)AND③」NOT
「①AND②(下線

部)AND③」 
対象とする農薬名で

検索抽出した総論文

数 
1113 NA NA 

ヒトに対する毒性 NA 383** 262** 
農作物及び畜産物へ

の残留 NA 241** 195** 

生活環境動植物及び

家畜に対する毒性 NA 210** 204** 

環境動態 NA 146** 51** 
下線部は改正前の文献ガイドランにおける Web of Science を用いた検索における評価対象とな

る影響に関する分類フィールドを示す。 
*: ワイルドカード（前方一致検索、後方一致検索） 
**: 複数分野間での重複も含んだ数 

 
 

（２）評価目的との適合性の確認とそれに基づく分類 

対象とする農薬名、評価対象となる影響及び評価対象の生物種等によって絞り

込んだのち、重複を除いた 443 論文について、３.（１）に示した評価目的との適

合性（第１段階）で設定した判断基準に従って適合性を判断し、第１段階で適合

性なしと判断した論文以外について、既に公開された報告書に引用された論文を除

いたのち、３.（２）に示した評価目的との適合性（第２段階）を評価した。 

結果を表９及び表 10 に示した。 

443 論文のうち、第１段階において 148 論文を適合性なしと判断し、それ以外の

295 論文から既に公開された報告書に引用されている論文を除いたのち、第２段階

での評価目的との適合性評価に進めた。 

その結果、第２段階に進めた 115 論文のうち、64 論文を適合性なしに分類し

た。該当する論文の書誌情報及び判断理由は表 11 を参照。 

第２段階で適合性ありと判断した 51 論文のうち、ヒトに対する毒性に関する１

論文並びに生活環境動植物及び家畜に対する毒性に関する６論文を第２段階適合性

ｂに分類し、ヒトに対する毒性に関する９論文、農作物及び畜産物への残留に関す

る３論文、生活環境動植物及び家畜に対する毒性に関する 31 論文並びに環境動態に

関する１論文を第２段階適合性ｃに分類した。該当する論文の書誌情報及び判断理

由は表 12 及び表 13 を参照。 
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表９ 評価目的との適合性評価（第１段階、第２段階）の結果のまとめ 
分野 該当する

論文数 
第1段階 第2段階 

適合性なし それ以外 
（第2段階

へ） 

適合性なし 適合性あり 
 

ヒトに対する毒性 - - 14 4 10 
農作物及び畜産物 

への残留 
- - 11 8 3 

生活環境動植物及び 
家畜に対する毒性 

- - 51 14 37 

環境動態 - - 7 6 1 
その他 - - 32 32 0 

既に公開された報告書に

引用された論文 
- - 180 - 

合計 443 148 295 64 51 
 
 

表10 適合性評価第２段階で適合性ありとされた文献と分類結果 

分野 
該当する論文数 

区分ａ 区分ｂ 区分ｃ 
ヒトに対する毒性 0 1 9 

農作物及び畜産物への残留 0 0 3 
生活環境動植物及び家畜に対する毒性 0 6 31 

環境動態 0 0 1 
合計 0 7 44 
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５． 適合性評価の第２段階で「適合しない」と判断した論文リストとその理由 

表11 適合性評価の第２段階で「適合しない」と判断した論文とその理由 
リスト

No.  
データ要

求（項目

番号） 

著者 出版

年 
論文表題 掲載誌名、号、ページ等 判断理由 

11-1 
(358) 

－ Lee, SJ; Park, S; Choi, 
JY; Shim, JH; Shin, EH; 
Choi, JH; Kim, ST; Abd 
El-Aty, AM; Jin, JS; 
Bae, DW; Shin, SC 

2009 Multiresidue analysis of 
pesticides with hydrolyzable 
functionality in cooked 
vegetables by liquid 
chromatography tandem mass 
spectrometry 

BIOMEDICAL 
CHROMATOGRAPHY, 23 (7), 719-
731 
http://dx.doi.org/10.1002/bmc.1176 

⑤LC-MS/MS を用いた調理

野菜中の加水分解性の高い

農薬の多成分一斉分析法の

開発に関する文献のため。 

11-2 
(141) 

II 5 Casida, JE 2011 Neonicotinoid Metabolism: 
Compounds, Substituents, 
Pathways, Enzymes, Organisms, 
and Relevance 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
AND FOOD CHEMISTRY, 59 (7), 
2923-2931 
http://dx.doi.org/10.1021/jf102438c 

⑧ネオニコチノイドの第 I 相代

謝及び第 II 相代謝による生

分解についての概要と、その

代謝が害虫抵抗性、哺乳類

の肝毒性や発がん性、植物の

生命力やストレス遮蔽の強化

に関連していることを報告する

文献であり、リスク評価をする

上で十分なデータや情報を含

まない総説のため。 
11-3 
(277) 

－ Guziejewski, D; 
Skrzypek, S; Ciesielski, 
W 

2012 Application of Catalytic 
Hydrogen Evolution in the 
Presence of Neonicotinoid 
Insecticide Clothianidin 

FOOD ANALYTICAL METHODS, 
5 (3), 373-380 
http://dx.doi.org/10.1007/s12161-
011-9253-x 

⑤水道水、りんごジュース及

び土壌中における触媒作用

による水素発生を応用したク

ロチアニジンの分析法の開発

に関する文献のため。 
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11-4 
(274) 

II 6.4 Li, L; Jiang, GQ; Liu, 
CY; Liang, HW; Sun, D; 
Li, W 

2012 Clothianidin dissipation in 
tomato and soil, and distribution 
in tomato peel and flesh 

FOOD CONTROL, 25 (1), 265-269 
http://dx.doi.org/10.1016/j.foodcont.2
011.10.046 

⑯⑰トマト及び土壌中のクロ

チアニジンの消失、トマトの皮

及び果肉のクロチアニジン分

布並びに成熟及び未成熟トマ

トにおけるクロチアニジンの冷

凍保存安定性に関する文献。

冷凍保存安定性試験は半減

期が算出されているが、各時

点における保存安定性(回収

率）が記載されておらず評価

に活用する観点で妥当でな

い。またその他は日本の代表

的な使用方法／使用条件で

実施されておらず、評価に活

用できないため。 
11-5 
(279) 

II 6.4 Kim, BM; Park, JS; 
Choi, JH; Abd El-Aty, 
AM; Na, TW; Shim, JH 

2012 Residual determination of 
clothianidin and its metabolites 
in three minor crops via tandem 
mass spectrometry 

FOOD CHEMISTRY, 131 (4), 1546-
1551 
http://dx.doi.org/10.1016/j.foodchem.
2011.09.134 

⑤⑰LC-MS/MS による温室

栽培下のマイナー作物(春

菊、セダム及びアマランサス）

中におけるクロチアニジンとそ

の代謝物の残留濃度分析法

の開発に関する文献。また、こ

れら作物は日本において登録

はなく、評価に活用できない

ため。 
11-6 
(280) 

II 6.4 Wang, Z; Xue, M; Cui, 
SH; Ma, XD; Zhang, 
QC; Li, XX 

2012 Determination of clothianidin 
residues in garlic by liquid 
chromatography-tandem mass 
spectrometry combined with 
QuEChERS 

JOURNAL OF FOOD 
AGRICULTURE & 
ENVIRONMENT, 10 (3-4), 232-236 

⑤QuEChERS 法及び LC-
MS/MS 法によるにんにく中の

クロチアニジン残留濃度分析

法の開発に関する文献。 
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11-7 
(4) 

－ Li, M; Sheng, EZ; Cong, 
LJ; Wang, MH 

2013 Development of Immunoassays 
for Detecting Clothianidin 
Residue in Agricultural Products 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
AND FOOD CHEMISTRY, 61 (15), 
3619-3623 
http://dx.doi.org/10.1021/jf400055s 

⑤農産物（米、キャベツ、トマ

ト）、河川水及び土壌中に残

留するクロチアニジンを検出

するためのポリクローナル抗

体を用いたイムノアッセイ法

(ELISA 及び CLEIA)の開発

に関する文献であるため。 
11-8 
(202) 

－ Watanabe, E; Kobara, Y; 
Baba, K; Eun, H 

2013 Reduction of Hazardous Organic 
Solvent in Sample Preparation 
for Hydrophilic Pesticide 
Residues in Agricultural 
Products with Conventional 
Liquid Chromatography 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
AND FOOD CHEMISTRY, 61 (20), 
4792-4798 
http://dx.doi.org/10.1021/jf400543v 

⑤農産物（トマト、ピーマン、ほ

うれんそう）中の親水性残留農

薬分析(アセタミプリド、クロチ

アニジン、ジノテフラン、フロニ

カミド、イミダクロプリド、メソミ

ル、ピメトロジン、チアクロプリ

ド、チアメトキサム)について有

機溶媒削減を目的に水抽出

法を開発し、その妥当性を検

証した文献のため。 
11-9 
(357) 

－ Hou, RY; Jiao, WT; 
Qian, XS; Wang, XH; 
Xiao, Y; Wan, XC 

2013 Effective Extraction Method for 
Determination of Neonicotinoid 
Residues in Tea 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
AND FOOD CHEMISTRY, 61 (51), 
12565-12571 
http://dx.doi.org/10.1021/jf404100x 

⑤ポリフェノール除去のため

PVPP 及び固相抽出カラムを

用いた茶中のネオニコチノイド

（ジノテフラン、ニテンピラム、

チアメトキサム、イミダクロプリ

ド、クロチアニジン、イミダクロ

チズ、アセタミプリド、チアクロ

プリド）分析法の開発と妥当性

確認に関する文献であるた

め。 
 
  



        

16  

11-10 
(375) 

－ Zhang, Y; Xu, J; Dong, 
FS; Liu, XG; Li, XG; 
Li, YB; Wu, XH; Liang, 
XY; Zheng, YQ 

2013 Simultaneous determination of 
four neonicotinoid insecticides 
residues in cereals, vegetables 
and fruits using ultra-
performance liquid 
chromatography/tandem mass 
spectrometry 

ANALYTICAL METHODS, 5 (6), 
1449-1455 
http://dx.doi.org/10.1039/c3ay26147f 

⑤QuEChERS 法及び UPLC-
MS/MS を用いた穀物、野菜、

果物に残留する 4 種類のネ

オニコチノイド系殺虫剤（チア

クロプリド、チアメトキサム、クロ

チアニジン、ジノテフラン）の

一斉分析法の開発に関する

文献のため。 
11-11 
(94) 

II 5 Taira, K; Fujioka, K; 
Aoyama, Y 

2013 Qualitative Profiling and 
Quantification of Neonicotinoid 
Metabolites in Human Urine by 
Liquid Chromatography 
Coupled with Mass 
Spectrometry 

PLOS ONE, 8 (11), e80332 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pon
e.0080332 

⑤⑯尿中から 6-クロロニコチ

ン酸（CPM-3）が検出された患

者の LC-MS/MS によるヒト尿

中のネオニコチノイド代謝物

の同定・定量分析法に関する

文献。 
ヒト尿サンプルは、ネオニコチ

ノイド系農薬への亜急性暴露

が疑われる 3 人の患者（尿中

から 6-クロロニコチン酸

（CPM-3）が検出された患者）

から採取した。LC/TOFMSに

より尿中の 3 種のネオニコチノ

イド系農薬 (アセタミプリド、イ

ミダクロプリド、クロチアニジン) 
及びそれらの 57 種の既知代

謝物について定性し、LC-
MS/MS により定量分析した。  
3 例の尿から定性的プロファイ

リングの結果、7 つの代謝物、

アセタミプリド代謝産物である 
N-デスメチル-アセタミプリド 、
3 つのイミダクロプリド代謝物
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（5-ヒドロキシ-イミダクロプリド、

4,5-ジヒドロキシ-イミダクロプリ

ド、4,5-デヒドロ-イミダクロプリ

ド）、 アセタミプリドとイミダクロ

プリドの共通代謝物の N-(6-ク
ロロニコチノイル)-グリシン、2
つのクロチアニジン代謝物

（N-デスメチル-クロチアニジ

ン、N-(2-(メチルスルファニル)
チアゾール-5-カルボキシル)-
グリシン）及びアセタミプリドが

検出された。 定量分析の結

果、尿 1 例から N-デスメチル-
アセタミプリドが 3.2 ng/mL検

出され、食品摂取を通じてア

セタミプリドに暴露されたことを

示唆している。 尿中 N-デスメ

チル-アセタミプリド、5-ヒドロキ

シ-イミダクロプリド、N-デスメチ

ル-クロチアニジンは、ヒトにお

けるネオニコチノイド暴露の優

れたバイオマーカーである可

能性を示している。 
尿中のネオニコチノイド農薬

及びそれら代謝物の同定・定

量分析法の開発に関する文

献であり、また摂取量・暴露経

路等の詳細が不明であり評価

に活用する点で妥当でないた

め。 
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11-12 
(284) 

－ Jovanov, P; Guzsvány, 
V; Franko, M; Lazic, S; 
Sakac, M; Milovanovic, 
I; Nedeljkovic, N 

2014 Development of multiresidue 
DLLME and QuEChERS based 
LC-MS/MS method for 
determination of selected 
neonicotinoid insecticides in 
honey liqueur 

FOOD RESEARCH 
INTERNATIONAL, 55, 11-19 
http://dx.doi.org/10.1016/j.foodres.20
13.10.031 

⑤分散液液微量抽出、

QuEChERS 及び LC-MS/MS
によるハニーリキュール中の

ネオニコチノイド系殺虫剤（ジ

ノテフラン、ニテンピラム、チア

メトキサム、クロチアニジン、イ

ミダクロプリド、アセタミプリド、

チアクロプリド）の分析法の開

発に関する文献のため。 
11-13 
(299) 

－ Li, M; Liu, XF; Hua, 
XD; Yin, W; Fang, QK; 
Wang, MH 

2014 Fluorescence polarization 
immunoassay for highly 
efficient detection of 
clothianidin in agricultural 
samples 

ANALYTICAL METHODS, 6 (16), 
6541-6547 
http://dx.doi.org/10.1039/c4ay00987
h 

⑤河川水、土壌及び農産物

（米、りんご、キャベツ）中のク

ロチアニジンを高効率で検出

する蛍光偏光イムノアッセイ法

の開発に関する文献のため。 
11-14 
(340) 

－ Yáñez, KP; Martín, MT; 
Bernal, JL; Nozal, MJ; 
Bernal, J 

2014 Trace Analysis of Seven 
Neonicotinoid Insecticides in 
Bee Pollen by Solid-Liquid 
Extraction and Liquid 
Chromatography Coupled to 
Electrospray Ionization Mass 
Spectrometry 

FOOD ANALYTICAL METHODS, 
7 (2), 490-499 
http://dx.doi.org/10.1007/s12161-
013-9710-9 

⑤固液抽出及び LC-MS 
(ESI)を用いたビーポーレン中

の 7 種類のネオニコチノイド

系殺虫剤（アセタミプリド、クロ

チアニジン、ジノテフラン、イミ

ダクロプリド、ニテンピラム、チ

アクロプリド、チアメトキサム）

の分析法の開発に関する文

献のため。 
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11-15 
(342) 

II 7 Main, AR; Headley, JV; 
Peru, KM; Michel, NL; 
Cessna, AJ; Morrissey, 
CA 

2014 Widespread Use and Frequent 
Detection of Neonicotinoid 
Insecticides in Wetlands of 
Canada's Prairie Pothole Region 

PLOS ONE, 9 (3), e92821 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pon
e.0092821 

⑯カナダのプレーリーポットホ

ール地域の湿地におけるネオ

ニコチノイド系殺虫剤における

空間分布のモデル化に関す

る文献であり、各農薬の使用

量が不明であり、評価に活用

する点で妥当でなく、また適

切に評価できる試験系でない

（底質土壌－水）ため。 
11-16 
(281) 

－ Jovanov, P; Guzsvány, 
V; Lazic, S; Franko, M; 
Sakac, M; Saric, L; Kos, 
J 

2015 Development of HPLC-DAD 
method for determination of 
neonicotinoids in honey 

JOURNAL OF FOOD 
COMPOSITION AND ANALYSIS, 
40, 106-113 
http://dx.doi.org/10.1016/j.jfca.2014.
12.021 

⑤はちみつ中のネオニコチノ

イド（ジノテフラン、ニテンピラ

ム、チアメトキサム、クロチアニ

ジン、イミダクロプリド、アセタミ

プリド、 チアクロプリド）定量に

おける HPLC-DAD 法の開発

に関する文献のため。 
11-17 
(377) 

－ Hou, RY; Jiao, WT; 
Xiao, Y; Guo, JG; Lv, 
YN; Tan, HR; Hu, JW; 
Wan, XC 

2015 Novel use of PVPP in a 
modified QuEChERS extraction 
method for UPLC-MS/MS 
analysis of neonicotinoid 
insecticides in tea matrices 

ANALYTICAL METHODS, 7 (13), 
5521-5529 
http://dx.doi.org/10.1039/c5ay00957j 

⑤茶中のネオニコチノイド系

殺虫剤（ジノテフラン、ニテン

ピラム、チアメトキサム、クロチ

アニジン、イミダクロプリド、ア

セタミプリド、チアクロプリド、イ

ミダクロチズ）の QuEChERS
抽出及び UPLC-MS/MS分析

におけるポリフェノールによる

マトリクス効果を軽減するため

に PVPP を用いた除去法の効

果を検証した文献であるた

め。  
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11-18 
(316) 

II 7 Schaafsma, A; Limay-
Rios, V; Baute, T; 
Smith, J; Xue, YG 

2015 Neonicotinoid Insecticide 
Residues in Surface Water and 
Soil Associated with 
Commercial Maize (Corn) 
Fields in Southwestern Ontario 

PLOS ONE, 10 (2), e0118139 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pon
e.0118139 

⑯d) カナダオンタリオ州の商

業用とうもろこし圃場の地表水

及び土壌中のネオニコチノイ

ド残留量に関する文献。各圃

場におけるクロチアニジン使

用量が不明であり、評価に活

用する点で妥当でないため。 
11-19 
(295) 

II 8.1 Pecenka, JR; Lundgren, 
JG 

2015 Non-target effects of 
clothianidin on monarch 
butterflies 

SCIENCE OF NATURE, 102 (3-4), 
19 
http://dx.doi.org/10.1007/s00114-
015-1270-y 

⑯b) オオカバマダラに対する

クロチアニジンの非標的効果

に関する文献であり、適切に

評価できる試験種で実施され

ていないため。 
11-20 
(383) 

II 8.3 Jin, NX; Klein, S; 
Leimig, F; Bischoff, G; 
Menzel, R 

2015 The neonicotinoid clothianidin 
interferes with navigation of the 
solitary bee Osmia cornuta in a 
laboratory test 

JOURNAL OF EXPERIMENTAL 
BIOLOGY, 218 (18), 2821-2825 
http://dx.doi.org/10.1242/jeb.123612 

⑯b) クロチアニジンが単独性

ミツバチ Osmia cornuta の視

覚誘導及び航行記憶を妨害

することを示した文献であり、

適切に評価できる試験種で実

施されていないため。 
11-21 
(264) 

－ Jiménez-López, J; 
Ortega-Barrales, P; 
Ruiz-Medina, A 

2016 Determination of clothianidin in 
food products by using an 
automated system with 
photochemically induced 
fluorescence detection 

JOURNAL OF FOOD 
COMPOSITION AND ANALYSIS, 
49, 49-56 
http://dx.doi.org/10.1016/j.jfca.2016.
04.002 

⑤光化学誘起蛍光検出を備

えた自動システムを使用した

食品（水、米、はちみつ）中の

クロチアニジンの分析法の開

発に関する文献のため。 
11-22 
(272) 

－ Sheng, EZ; Shi, HY; 
Zhou, LL; Hua, XD; 
Feng, L; Yu, T; Wang, 
MH 

2016 Dual-labeled time-resolved 
fluoroimmunoassay for 
simultaneous detection of 
clothianidin and diniconazole in 
agricultural samples 

FOOD CHEMISTRY, 192, 525-530 
http://dx.doi.org/10.1016/j.foodchem.
2015.07.023 

⑤食品（小麦、他９種）中のク

ロチアニジンとジニコナゾール

を同時検出可能な高感度二

重標識時間分解蛍光イムノア

ッセイ法 (TRFIA) を開発に関

する文献のため。 
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11-23 
(337) 

－ Watanabe, E; Iwafune, 
T; Baba, K; Kobara, Y 

2016 Organic Solvent-Saving Sample 
Preparation for Systematic 
Residue Analysis of 
Neonicotinoid Insecticides in 
Agricultural Products Using 
Liquid Chromatography-Diode 
Array Detection 

FOOD ANALYTICAL METHODS, 
9 (1), 245-254 
http://dx.doi.org/10.1007/s12161-
015-0189-4 

⑤有機溶媒使用量を削減した

前処理方法及び HPLC 
(DAD)を用いた農作物（きゅう

り、なす、ほうれんそう）中のネ

オニコチノイド系殺虫剤（アセ

タミプリド、クロチアニジン、ジ

ノテフラン、イミダクロプリド、ニ

テンピラム、チアクロプリド、チ

アメトキサム）一斉分析法の開

発に関する文献のため。 
11-24 
(348) 

－ Vichapong, J; 
Burakham, R; 
Srijaranai, S 

2016 Ionic Liquid-Based Vortex-
Assisted Liquid-Liquid 
Microextraction for 
Simultaneous Determination of 
Neonicotinoid Insecticides in 
Fruit Juice Samples 

FOOD ANALYTICAL METHODS, 
9 (2), 419-426 
http://dx.doi.org/10.1007/s12161-
015-0209-4 

⑤イオン液体を用いた液液微

量抽出による果実（すいか、

ぶどう、オレンジ）及び果汁（り

んご、ぶどう、オレンジ）中のネ

オニコチノイド系殺虫剤（クロ

チアニジン、イミダクロプリド、

アセタミプリド、チアクロプリド）

の一斉分析法の開発に関す

る文献のため。 
11-25 
(350) 

－ Jiao, WT; Xiao, Y; Qian, 
XS; Tong, MM; Hu, YZ; 
Hou, RY; Hua, RM 

2016 Optimized combination of 
dilution and refined QuEChERS 
to overcome matrix effects of 
six types of tea for 
determination eight 
neonicotinoid insecticides by 
ultra performance liquid 
chromatography-electrospray 
tandem mass spectrometry 

FOOD CHEMISTRY, 210, 26-34 
http://dx.doi.org/10.1016/j.foodchem.
2016.04.097 

⑤茶中のマトリックス効果低減

を目的とした QuEChERS 法及

び LC-MS/MS (ESI)による 8 
種類のネオニコチノイド系殺

虫剤（ジノテフラン、ニテンピラ

ム、チアメトキサム、イミダクロ

プリド、クロチアニジン、イミダ

クロチズ、アセタミプリド、チア

クロプリド）の分析法の開発に

関する文献のため。 
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11-26 
(15) 

II 7.2 Mulligan, RA; Tomco, 
PL; Howard, MW; 
Schempp, TT; Stewart, 
DJ; Stacey, PM; Ball, 
DB; Tjeerdema, RS 

2016 Aerobic versus Anaerobic 
Microbial Degradation of 
Clothianidin under Simulated 
California Rice Field Conditions 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
AND FOOD CHEMISTRY, 64 (38), 
7059-7067 
http://dx.doi.org/10.1021/acs.jafc.6b0
2055 

⑯カリフォルニア水田圃場条

件下での好気性微生物及び

嫌気性微生物によるクロチア

ニジンの分解速度及び半減

期への影響を調べた文献。カ

リフォルニアの土壌を用いた

容器内土壌残留試験であり、

試験系が評価に活用する観

点で妥当でないため。 
11-27 
(406) 

II 8 Kasai, A; Hayashi, TI; 
Ohnishi, H; Suzuki, K; 
Hayasaka, D; Goka, K 

2016 Fipronil application on rice 
paddy fields reduces densities of 
common skimmer and scarlet 
skimmer 

SCIENTIFIC REPORTS, 6, 23055 
http://dx.doi.org/10.1038/srep23055 

⑯b) ネオニコチノイド系及び

フィプロニル系の浸透性殺虫

剤(特にフィプロニル系)の残

留による水田のトンボ類への

影響に関する文献であり、適

切に評価できる試験種で実施

されていないため。 
11-28 
(275) 

II 8.3.1.6 Mogren, CL; Lundgren, 
JG 

2016 Neonicotinoid-contaminated 
pollinator strips adjacent to 
cropland reduce honey bee 
nutritional status 

SCIENTIFIC REPORTS, 6, 29608 
http://dx.doi.org/10.1038/srep29608 

⑰ネオニコチノイド系殺虫剤よ

る汚染を受けた花粉源植物帯

がミツバチの栄養状態に及ぼ

す影響に関する文献であり、

日本の代表的な使用方法／

使用条件で実施されておら

ず、評価に活用できないた

め。 
11-29 
(137) 

－ Wang, SJ; Liu, Y; Jiao, 
SS; Zhao, Y; Guo, YR; 
Wang, MC; Zhu, GN 

2017 Quantum-Dot-Based Lateral 
Flow Immunoassay for 
Detection of Neonicotinoid 
Residues in Tea Leaves 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
AND FOOD CHEMISTRY, 65 (46), 
10107-10114 
http://dx.doi.org/10.1021/acs.jafc.7b0
3981 

⑤茶葉中に残留するネオニコ

チノイド（イミダクロプリド、イミ

ダクロチズ、クロチアニジン）を

検出するためのイムノアッセイ

法の開発に関する文献である

ため。 
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11-30 
(174) 

－ López-García, M; 
Romero-González, R; 
Lacasaña, M; Frenich, 
AG 

2017 Semiautomated determination of 
neonicotinoids and characteristic 
metabolite in urine samples 
using TurboFlow™ coupled to 
ultra high performance liquid 
chromatography coupled to 
Orbitrap analyzer 

JOURNAL OF 
PHARMACEUTICAL AND 
BIOMEDICAL ANALYSIS, 146, 
378-386 
http://dx.doi.org/10.1016/j.jpba.2017.
08.026 

⑤TurboFlow™ と超高速液体

クロマトグラフィー、Orbitrap 分
析装置を組み合わせた尿サン

プル中のネオニコチノイド（イミ

ダクロプリド、アセタミプリド、ク

ロチアニジン、ジノテフラン、ニ

テンピラム、チアクロプリド、チ

アメトキサム）及びアセタミプリ

ドの代謝物 n-デスメチル体の

半自動測定法の開発に関す

る文献のため。 
11-31 
(32) 

II 5 Di Prisco, G; 
Iannaccone, M; 
Ianniello, F; Ferrara, R; 
Caprio, E; Pennacchio, 
F; Capparelli, R 

2017 The neonicotinoid insecticide 
Clothianidin adversely affects 
immune signaling in a human 
cell line 

SCIENTIFIC REPORTS, 7, 13446 
http://dx.doi.org/10.1038/s41598-
017-13171-z 

⑯e) ヒト細胞株を用いてクロチ

アニジンが免疫シグナル伝達

に及ぼす影響を検証した文

献。 
クロチアニジン (100 ng/ml) 存
在下でヒト単球細胞株 THP-1
において LPS による炎症促

進性攻撃により、サイトカイン

TNF-α の産生が減少し、NF-
κB プロモーターの制御下で

レポーター遺伝子が下方制御

された。さらに、クロチアニジン

の暴露は、同時に NGFR の

顕著な上方制御を誘導した。 
被験物質の純度の記載がな

く、添加に用いた媒体が不

明。添加濃度は 1 濃度のみで

あり、HBGV との関連も不明

であるため、適合性なしとし

た。 
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11-32 
(194) 

II 6 Mitchell, EAD; 
Mulhauser, B; Mulot, 
M; Mutabazi, A; 
Glauser, G; Aebi, A 

2017 A worldwide survey of 
neonicotinoids in honey 

SCIENCE, 358 (6359), 109+ 
http://dx.doi.org/10.1126/science.aan
3684 

⑯はちみつ中のネオニコチノ

イド残留を世界規模で調査し

た文献。各農薬の分析方法及

び詳細な残留濃度結果の記

載がなく、評価に用いることが

できないため。 
11-33 
(303) 

II 6.4 Zhang, ZY; Zheng, ZT; 
Zhu, GY; Yu, XY; 
Wang, DL; Liu, XJ 

2017 Validation of analytical method 
and evaluation of clothianidin 
residues in rice in a typical 
Chinese field ecosystem 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
SCIENCE, 155 (9), 1371-1380 
http://dx.doi.org/10.1017/S00218596
17000491 

⑤⑰中国における稲（玄米、

わら、もみ殻）、水田水及び土

壌中のクロチアニジンの分析

法の妥当性確認及び残留濃

度に関する文献であり、日本

の代表的な使用方法／使用

条件で実施されておらず、評

価に活用できないため。 
11-34 
(19) 

II 8.1 Basley, K; Goulson, D 2017 Effects of chronic exposure to 
clothianidin on the earthworm 
Lumbricus terrestris 

PEERJ, 5, e3177 
http://dx.doi.org/10.7717/peerj.3177 

⑯ミミズ Lumbricus terrestris 
に対するクロチアニジンの慢

性暴露影響に関する文献で

あり、適切に評価できる試験

種で実施されていないため。 
11-35 
(389) 

II 8.2.1 Gyori, J; Farkas, A; 
Stolyar, O; Székács, A; 
Mörtl, M; Vehovszky, A 

2017 INHIBITORY EFFECTS OF 
FOUR NEONICOTINOID 
ACTIVE INGREDIENTS ON 
ACETYLCHOLINE 
ESTERASE ACTIVITY 

ACTA BIOLOGICA HUNGARICA, 
68 (4), 345-357 
http://dx.doi.org/10.1556/018.68.201
7.4.1 

⑯b) 4 つのネオニコチノイドに

ついて in vitro でのウナギ目

のアセチルコリンエステラーゼ

活性阻害効果に関する文献

であり、適切に評価できる試

験種で実施されていないた

め。 
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11-36 
(222) 

－ Lachat, L; Glauser, G 2018 Development and Validation of 
an Ultra-Sensitive UHPLC-
MS/MS Method for 
Neonicotinoid Analysis in Milk 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
AND FOOD CHEMISTRY, 66 (32), 
8639-8646 
http://dx.doi.org/10.1021/acs.jafc.8b0
3005 

⑤UHPLC-MS/MS による乳中

のネオニコチノイド(チアメトキ

サム、クロチアニジン、イミダク

ロプリド、アセタミプリド、チアク

ロプリド)分析の開発と妥当性

確認に関する文献のため。 
11-37 
(285) 

－ Meng, BH; Yu, YR; 
Zhang, QT; Wang, SY; 
Hu, DY; Zhang, KK 

2018 Simultaneous determination of 
residues of thiamethoxam and 
its metabolite clothianidin in 
tobacco leaf and soil using 
liquid chromatography-tandem 
mass spectrometry 

BIOMEDICAL 
CHROMATOGRAPHY, 32 (7), 
e4225 
http://dx.doi.org/10.1002/bmc.4225 

⑤LC-MS/MS を使用したタバ

コの葉と土壌中のチアメトキサ

ムとその代謝物クロチアニジン

の残留物の同時分析法の開

発に関する文献のため。 

11-38 
(318) 

－ Valverde, S; Ares, AM; 
Arribas, M; Bernal, JL; 
Nozal, MJ; Bernal, J 

2018 Development and validation of 
UHPLC MS/MS methods for 
determination of neonicotinoid 
insecticides in royal jelly-based 
products 

JOURNAL OF FOOD 
COMPOSITION AND ANALYSIS, 
70, 105-113 
http://dx.doi.org/10.1016/j.jfca.2018.
05.002 

⑤UHPLC MS/MSを用いたロ

ーヤルゼリー製品に含まれる

ネオニコチノイド（ジノテフラ

ン、ニテンピラム、チアメトキサ

ム、クロチアニジン、イミダクロ

プリド、アセタミプリド、チアクロ

プリド）の分析法の開発と妥当

性確認に関する文献のため。 
11-39 
(341) 

－ Lu, Z; Fang, N; Zhang, 
ZB; Wang, B; Hou, ZG; 
Lu, ZB; Li, YR 

2018 Simultaneous Determination of 
Five Neonicotinoid Insecticides 
in Edible Fungi Using 
Ultrahigh-Performance Liquid 
Chromatography-Tandem Mass 
Spectrometry (UHPLC-MS/MS) 

FOOD ANALYTICAL METHODS, 
11 (4), 1086-1094 
http://dx.doi.org/10.1007/s12161-
017-1080-2 

⑤UHPLC-MS/MS を用いたき

のこ中の 5 種類のネオニコチ

ノイド系殺虫剤（クロチアニジ

ン、ジノテフラン、イミダクロプ

リド、チアクロプリド、チアメトキ

サム）の一斉分析法の開発に

関する文献のため。 
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11-40 
(345) 

－ Morrison, LM; Renaud, 
JB; Sabourin, L; 
Sumarah, MW; Yeung, 
KKC; Lapen, DR 

2018 High-Throughput Quantitation 
of Neonicotinoids in 
Lyophilized Surface Water by 
LC-APCI-MS/MS 

JOURNAL OF AOAC 
INTERNATIONAL, 101 (6), 1940-
1947 
http://dx.doi.org/10.5740/jaoacint.17-
0486 

⑤凍結乾燥を利用した地表水

中の LC-MS/MS (APCI) によ

るネオニコチノイド（アセタミプ

リド、クロチアニジン、イミダクロ

プリド、ジノテフラン、ニテンピ

ラム、チアクロプリド、チアメト

キサム）分析法の開発に関す

る文献のため。 
11-41 
(415) 

－ Kachangoon, R; 
Vichapong, J; 
Burakham, R; 
Santaladchaiyakit, Y; 
Srijaranai, S 

2018 Ultrasonically Modified 
Amended-Cloud Point 
Extraction for Simultaneous Pre-
Concentration of Neonicotinoid 
Insecticide Residues 

MOLECULES, 23 (5), 1165 
http://dx.doi.org/10.3390/molecules2
3051165 

⑤水中のネオニコチノイド系

殺虫剤（クロチアニジン、イミダ

クロプリド、アセタミプリド、チア

メトキサム、チアクロプリド）の

曇点抽出法（CPE）を用いた

前濃縮法の開発に関する文

献のため。 
11-42 
(421) 

－ Moyakao, K; 
Santaladchaiyakit, Y; 
Srijaranai, S; 
Vichapong, J 

2018 Preconcentration of Trace 
Neonicotinoid Insecticide 
Residues Using Vortex-Assisted 
Dispersive Micro Solid-Phase 
Extraction with Montmorillonite 
as an Efficient Sorbent 

MOLECULES, 23 (4), 883 
http://dx.doi.org/10.3390/molecules2
3040883 

⑤地表水及び果汁における

モンモリロナイトを効率的な吸

着剤として用いたネオニコチノ

イド系殺虫剤（チアメトキサム、

クロチアニジン、イミダクロプリ

ド、アセタミプリド、チアクロプリ

ド）分析の分散微小固相抽出

法の開発に関する文献のた

め。 
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11-43 
(273) 

II 8.1 McGee, S; Whitfield-
Aslund, M; Duca, D; 
Kopysh, N; Dan, T; 
Knopper, L; Brewer, L 

2018 Field evaluation of the potential 
for avian exposure to 
clothianidin following the 
planting of clothianidin-treated 
corn seed 

PEERJ, 6, e5880 
http://dx.doi.org/10.7717/peerj.5880 

⑰クロチアニジン処理したとう

もろこし種子植付後のクロチア

ニジンの鳥類暴露の可能性に

関する圃場評価についての

文献であり、日本の代表的な

使用方法／使用条件で実施

されておらず、評価に活用で

きないため。 
11-44 
(181) 

II 8.3.1.6 Woodcock, B; Ridding, 
L; Freeman, SN; 
Pereira, MG; Sleep, D; 
Redhead, J; Aston, D; 
Carreck, NL; Shore, RF; 
Bullock, JM; Heard, 
MS; Pywell, RF 

2018 Neonicotinoid residues in UK 
honey despite European Union 
moratorium 

PLOS ONE, 13 (1), e0189681 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pon
e.0189681 

⑰欧州連合の一時停止にも

かかわらず英国のはちみつに

ネオニコチノイド残留している

ことを示した文献であり、 
日本の代表的な使用方法／

使用条件で実施されておら

ず、評価に活用できないた

め。 
11-45 
(182) 

－ Filigenzi, MS; Graves, 
EE; Tell, LA; Jelks, KA; 
Poppenga, RH 

2019 Quantitation of neonicotinoid 
insecticides, plus qualitative 
screening for other xenobiotics, 
in small-mass avian tissue 
samples using UHPLC high-
resolution mass spectrometry 

JOURNAL OF VETERINARY 
DIAGNOSTIC INVESTIGATION, 
31 (3), 399-407 
http://dx.doi.org/10.1177/104063871
9834329 

⑤UHPLC 高分解能質量分析

計を使用した、幼齢の鶏組織

サンプルにおけるネオニコチ

ノイド系殺虫剤（スルホキサフ

ロル、ジノテフラン、ニテンピラ

ム、チアメトキサム、アセタミプ

リド、チアクロプリド、クロチア

ニジン及びイミダクロプリド）の

定量法の開発に関する文献

であるため。 
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11-46 
(296) 

－ Hou, JB; Xie, W; Hong, 
D; Zhang, WH; Li, F; 
Qian, Y; Han, C 

2019 Simultaneous determination of 
ten neonicotinoid insecticides 
and two metabolites in honey 
and Royal-jelly by solid - phase 
extraction and liquid 
chromatography - tandem mass 
spectrometry 

FOOD CHEMISTRY, 270, 204-213 
http://dx.doi.org/10.1016/j.foodchem.
2018.07.068 

⑤固相抽出及び LC-MS/MS
によるはちみつとローヤルゼリ

ーに含まれる 10 種類のネオ

ニコチノイド系殺虫剤(ピメトロ

ジン、ジノテフラン、ニテンピラ

ム、チアメトキサム、フロニカミ

ド、イミダクロプリド、クロチアニ

ジン、イミダクロチズ、アセタミ

プリド、チアクロプリド)と 2 種
類の代謝物の同時分析法の

開発に関する文献のため。 
11-47 
(356) 

－ Yao, W; Zhang, ZH; 
Song, SY; Hao, XH; Xu, 
YJ; Han, LJ 

2019 Multi-residue Analysis of 34 
Pesticides in Black Pepper by 
QuEChERS with d-SPE Vs. d-
SLE Cleanup 

FOOD ANALYTICAL METHODS, 
12 (1), 176-189 
http://dx.doi.org/10.1007/s12161-
018-1350-7 

⑤QuEChERS 法及び 2 種の

精製法（d-SPE 又は d-SLE）を
用いた黒こしょう中の 34 種類

の農薬の多成分一斉分析法

の比較検討に関する文献の

ため。 
11-48 
(282) 

II 6.4 Abdallah, OI; Abd El-
Hamid, RM; Raheem, 
EHA 

2019 Clothianidin residues in green 
bean, pepper and watermelon 
crops and dietary exposure 
evaluation based on dispersive 
liquid-liquid microextraction 
and LC-MS/MS 

JOURNAL OF CONSUMER 
PROTECTION AND FOOD 
SAFETY, 14 (3), 293-300 
http://dx.doi.org/10.1007/s00003-
019-01218-4 

⑤⑰さやいんげん、ピーマン

及びすいかにおける分散液

液微量抽出及び LC-MS/MS
法を用いたクロチアニジン分

析法の妥当性確認並びに、エ

ジプトで実施したこれらの作物

の残留試験結果に基づく食事

暴露評価に関する文献。分析

法の開発と妥当性確認が主

目的であり、作物残留試験も

日本の代表的な使用方法で

実施されておらず、評価に活

用できないため。 
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11-49 
(124) 

II 7 Kohl, KL; Harrell, LK; 
Mudge, JF; Subbiah, S; 
Kasumba, J; Osma, E; 
Barman, AK; Anderson, 
TA 

2019 Tracking neonicotinoids 
following their use as cotton 
seed treatments 

PEERJ, 7, e6805 
http://dx.doi.org/10.7717/peerj.6805 

⑯⑰ネオニコチノイド（チアメト

キサム及びイミダクロプリド）を

種子処理した綿の葉及び土

壌中のチアメトキサム及びイミ

ダクロプリドの残留濃度並び

にテキサス州のプラヤ水中の

チアメトキサム、イミダクロプリ

ド、クロチアニジン及びアセタ

ミプリドの残留濃度を調査した

文献。試験系（プラヤの水）が

評価に活用する観点で妥当

でなく、また日本の代表的な

使用方法／使用条件で実施

されておらず、評価に活用で

きないため。 
11-50 
(349) 

II 7 Schaafsma, AW; Limay-
Rios, V; Baute, TS; 
Smith, JL 

2019 Neonicotinoid insecticide 
residues in subsurface drainage 
and open ditch water around 
maize fields in southwestern 
Ontario 

PLOS ONE, 14 (4), e0214787 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pon
e.0214787 

⑯c) カナダオンタリオ州南西

部におけるとうもろこし圃場周

辺の地下排水及び開溝水中

のネオニコチノイド系殺虫剤

の残留量に関する文献であ

り、クロチアニジンの使用量が

不明であり評価に活用する点

で妥当でないため。 
11-51 
(317) 

II 8.3 Chan, DSW; Prosser, 
RS; Rodríguez-Gil, JL; 
Raine, NE 

2019 Assessment of risk to hoary 
squash bees (Peponapis 
pruinosa) and other ground-
nesting bees from systemic 
insecticides in agricultural soil 

SCIENTIFIC REPORTS, 9, 11870 
http://dx.doi.org/10.1038/s41598-
019-47805-1 

⑯b) 土壌中の浸透性殺虫剤

による、ヒメカボチャハナバチ 
(Peponapis pruinosa) 及びそ

の他の地面営巣ハチへのリス

ク評価に関する文献であり、

適切に評価できる試験種で実

施されていないため。 
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11-52 
(289) 

II 8.3.1.6 Zemeckis, R; Dautarte, 
A; Kretavicius, J; 
Drozdz, J 

2019 Effects of winter and spring rape 
seed treatment with 
neonicotinoids on honey bees 

ZEMDIRBYSTE-AGRICULTURE, 
106 (2), 173-182 
http://dx.doi.org/10.13080/z-
a.2019.106.023 

⑰リトアニアでチアメトキサムと

クロチアニジンの冬と春のなた

ね種子処理によるミツバチへ

の影響評価に関する文献であ

り、日本の代表的な使用方法

／使用条件で実施されておら

ず、評価に活用できないた

め。 
11-53 
(205) 

－ Schläppi, D; Kettler, N; 
Straub, L; Glauser, G; 
Neumann, P 

2020 Long-term effects of 
neonicotinoid insecticides on 
ants 

COMMUNICATIONS BIOLOGY, 3 
(1), 335 
http://dx.doi.org/10.1038/s42003-
020-1066-2 

⑯b)、①ネオニコチノイド系殺

虫剤のアリに対する長期的影

響に関する文献。被験物質が

クロチアニジンではなくチアメ

トキサムであるとともに、適切

に評価できる試験種で実施さ

れた試験ではないため。 
11-54 
(380) 

－ Wu, CC; Dong, FS; 
Mei, XD; Ning, J; She, 
DM 

2020 Isotope-labeled internal 
standards and grouping scheme 
for determination of 
neonicotinoid insecticides and 
their metabolites in fruits, 
vegetables and cereals - A 
compensation of matrix effects 

FOOD CHEMISTRY, 311, 125871 
http://dx.doi.org/10.1016/j.foodchem.
2019.125871 

⑤同位体標識内部標準を用

いた果物、野菜、穀物中のネ

オニコチノイド系殺虫剤（ジノ

テフラン、ニテンピラム、チアメ

トキサム、イミダクロプリド、フロ

ニカミド、クロチアニジン、アセ

タミプリド、チアクロプリド）とそ

の代謝物の多成分一斉分析

法に関する文献のため。 
11-55 
(407) 

－ Tomsic, R; Heath, D; 
Heath, E; Markelj, J; 
Borovsak, AK; Prosen, 
H 

2020 Determination of Neonicotinoid 
Pesticides in Propolis with 
Liquid Chromatography 
Coupled to Tandem Mass 
Spectrometry 

MOLECULES, 25 (24), 5870 
http://dx.doi.org/10.3390/molecules2
5245870 

⑤LC-MS/MS によるプロポリ

ス中のネオニコチノイド系農薬

（アセタミプリド、クロチアニジ

ン、イミダクロプリド、チアクロ

プリド、及びチアメトキサム）の

分析法の開発に関する文献

のため。 
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11-56 
(134) 

II 5 Leboffe, L; di Masi, A; 
Trezza, V; 
Pasquadibisceglie, A; 
Macari, G; Polticelli, F; 
Ascenzi, P 

2020 Neonicotinoid trapping by the 
FA1 site of human serum 
albumin 

IUBMB LIFE, 72 (4), 716-723 
http://dx.doi.org/10.1002/iub.2173 

⑮ネオニコチノイドとヒト血清

アルブミン (HAS) の FA1 部

位への結合性を解析した文

献。 
HSA に対するアセタミプリド、

クロチアニジン、ジノテフラン、

イミダクロプリド、ニテンピラ

ム、チアクロプリド及びチアメト

キサムの in silico によるリガン

ド結合特性に関する報告であ

る。 ネオニコチノイドは、複数

の脂肪酸 (FA) 結合部位、特

に FA1 ポケットに高い親和性

で結合する。In silico ドッキン

グシミュレーションから導出さ

れた HSA の FA1 とネオニコ

チノイド結合の解離平衡定数

(K-calc (n)) の値 (3.9x10-5～

6.3x10-4 M)は、ヘム-Fe(III) 
結合の競合阻害から実験的

に決定された値 (K-exp(n); 
2.1x10-5～ 6.9x10-5 M) と一致

した。 In vivo での HSA 濃度 
(7.5x10-4 M) を考慮すると、

上記の K-n 値は、HSA 及び

ネオニコチノイド複合体の形

成が in vivo で起こる可能性

を示唆している。 
コンピュータシミュレーションを

用いたドライラボの論文のた

め。 
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11-57 
(11) 

II 8.1 Bargar, TA; Hladik, ML; 
Daniels, JC 

2020 Uptake and toxicity of 
clothianidin to monarch 
butterflies from milkweed 
consumption 

PEERJ, 8, e8669 
http://dx.doi.org/10.7717/peerj.8669 

⑯野生のオオカバマダラへの

リスク推定のため、トウワタ摂

取によるクロチアニジンの取り

込みと毒性を測定した文献で

あり、適切に評価できる試験

種で実施されていないため。 
11-58 
(373) 

II 8.1 Olaya-Arenas, P; Hauri, 
K; Scharf, ME; Kaplan, 
I 

2020 Larval pesticide exposure 
impacts monarch butterfly 
performance 

SCIENTIFIC REPORTS, 10 (1), 
14490 
http://dx.doi.org/10.1038/s41598-
020-71211-7 

⑯b) オオカバマダラの幼虫へ

の殺虫剤（クロチアニジン等）

の暴露によりオオカバマダラ

のパフォーマンスに与える影

響に関する文献であり、適切

に評価できる試験種で実施さ

れていないため。 
11-59 
(335) 

－ Ge, GQ; Gao, WJ; Yan, 
M; Song, W; Xiao, Y; 
Zheng, P; Peng, CY; 
Cai, HM; Hou, RY 

2021 Comparation study on the 
metabolism destination of 
neonicotinoid and 
organophosphate insecticides in 
tea plant (Camellia sinensis L.) 

FOOD CHEMISTRY, 344, 128579 
http://dx.doi.org/10.1016/j.foodchem.
2020.128579 

①水耕栽培の茶樹におけるネ

オニコチノイド系殺虫剤（チア

メトキサム、イミダクロプリド、イ

ミダクロチズ及びアセタミプリ

ド）と有機リン系殺虫剤の吸

収、分布及び代謝を比較研究

した文献であり、当該農薬と関

係しないため。 
11-60 
(286) 

II 6 Souza, APF; Petrarca, 
MH; Braga, PAD; 
Rodrigues, NR; Reyes, 
FGR 

2021 Analysis of insecticide residues 
in honey by liquid 
chromatography tandem mass 
spectrometry using QuEChERS 
optimized by the Plackett 
Burman design 

CYTA-JOURNAL OF FOOD, 19 
(1), 326-332 
http://dx.doi.org/10.1080/19476337.2
021.1901785 

⑤⑯d) QuEChERS 及び LC-
MS/MS によるはちみつ中の

残留分析法の開発、検証とそ

の分析法を用いたブラジル等

様々な原産地の製品モニタリ

ングに関する文献。分析法の

開発がメインであり、モニタリン

グについても当該農薬の使用

実態が不明であり、評価に活

用することができないため。 
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11-61 
(7) 

II 6.4 Xu, F; Ren, WH; Fang, 
XT; Chen, LY; Zha, XX 

2021 Residues, dissipation, and safety 
evaluation of pymetrozine-
clothianidin mixture in 
strawberry 

ENVIRONMENTAL SCIENCE 
AND POLLUTION RESEARCH, 28 
(18), 22641-22650 
http://dx.doi.org/10.1007/s11356-
020-12223-8 

⑰中国で実施したピメトロジ

ン・クロチアニジン混合農薬を

用いたいちごの作物残留試験

及び暴露評価に関する文献

であり、日本の代表的な使用

方法で実施されておらず、評

価に活用できないため。 
11-62 
(439) 

II 7 Browne, D; Levison, J; 
Limay-Rios, V; 
Novakowski, K; 
Schaafsma, A 

2021 Neonicotinoids in groundwater: 
presence and fate in two distinct 
hydrogeologic settings in 
Ontario, Canada 

HYDROGEOLOGY JOURNAL, 29 
(2), 651-666 
http://dx.doi.org/10.1007/s10040-
020-02250-7 

⑯カナダオンタリオ州の 2 つ
の異なる水理地質環境におけ

る地下水中のネオニコチノイド

の残留と環境運命に関する文

献であり、適切に評価できる

試験系でない（地下水）ため。 
11-63 
(388) 

II 8.1 Wilcox, AAE; Newman, 
AEM; Raine, NE; 
Mitchell, GW; Norris, 
DR 

2021 Effects of early-life exposure to 
sublethal levels of a common 
neonicotinoid insecticide on the 
orientation and migration of 
monarch butterflies (Danaus 
plexippus) 

JOURNAL OF EXPERIMENTAL 
BIOLOGY, 224 (4), jeb230870 
http://dx.doi.org/10.1242/jeb.230870 

⑯b) オオカバマダラ (Danaus 
plexippus) の方向性と移動に

対する幼少期の亜致死レベ

ルのネオニコチノイド系殺虫

剤の暴露による影響を示した

文献であり、適切に評価でき

る試験種で実施されていない

ため。 
11-64 
(196) 

II 8.2 Saka, M; Tada, N 2021 Acute and chronic toxicity tests 
of systemic insecticides, four 
neonicotinoids and fipronil, 
using the tadpoles of the western 
clawed frog Silurana tropicalis 

CHEMOSPHERE, 270, 129418 
http://dx.doi.org/10.1016/j.chemosph
ere.2020.129418 

⑯b) ニシツメガエル Silurana 
Tropicis のオタマジャクシを使

用した 4 種類のネオニコチノ

イド(アセタミプリド、クロチアニ

ジン、ジノテフラン、イミダクロ

プリド)及びフィプロニルの急

性及び慢性毒性試験に関す

る文献であり、適切に評価で

きる試験種で実施されていな

いため。 
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* 括弧内のリスト No. は収集した論文の通し番号 
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６． 適合性評価の第２段階で「区分ａ」「区分ｂ」「区分ｃ」へ分類された論文リストとその理由 

適合性評価の第２段階で「区分ｂ」及び「区分ｃ」に分類された論文をそれぞれ表 12 及び表 13 に示した。「区分ａ」に分類された

論文はなかった。 

表12 適合性評価の第２段階で「区分ｂ」と判断した論文とその理由 
リス

トNo. 
データ

要求

（項目

番号） 

著者 出版

年 
論文表題 掲載誌名、号、ページ等 判断理由 

12-1 
(12) 

II 8.3.1.5 Cutler, GC; Scott-
Dupree, CD; Sultan, 
M; McFarlane, AD; 
Brewer, L 

2014 A large-scale field study 
examining effects of exposure 
to clothianidin seed-treated 
canola on honey bee colony 
health, development, and 
overwintering success 

PEERJ, 2, e652 
http://dx.doi.org/10.7717/peerj.652 

クロチアニジンを種子処理

したなたねによる暴露がミ

ツバチコロニーの健康、発

育、越冬に与える影響を調

べる大規模な野外研究に関

する文献。半野外試験の無

影響濃度の検討に参考とな

る知見であり、区分 b とし

た。 
12-2 
(95) 

II 5 Harada, KH; Tanaka, 
K; Sakamoto, H; 
Imanaka, M; Niisoe, 
T; Hitomi, T; 
Kobayashi, H; Okuda, 
H; Inoue, S; 
Kusakawa, K; Oshima, 
M; Watanabe, K; 
Yasojima, M; 
Takasuga, T; Koizumi, 
A 

2016 Biological Monitoring of 
Human Exposure to 
Neonicotinoids Using Urine 
Samples, and Neonicotinoid 
Excretion Kinetics 

PLOS ONE, 11 (1), e0146335 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0
146335 

ヒトへのネオニコチノイド

暴露による生物学的モニタ

リング及び排泄動態につい

て尿サンプルを用いて調査

した文献。 
微量 (5μg) の重水素標識ネ

オニコチノイド 混合物(ア

セタミプリド、クロチアニ

ジン、ジノテフラン、イミ

ダクロプリド)を健康な成人

9 名に経口投与し、投与後 4
日間連続して尿サンプル（24
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時間プール）を採取した。 
クロチアニジン、ジノテフ

ラン、イミダクロプリドの

排泄動態は 1 コンパートメ

ントモデル、アセタミプリ

ドは 2 コンパートメントモ

デルを用いた。標識ネオニ

コチノイド投与後、クロチ

アニジンは 3 日以内に未変

化体のまま回収され、ジノ

テフランの多くは 1 日以内

に未変化体のまま回収され

た。 イミダクロプリドの約

10 %が未変化体のまま排泄

された。 アセタミプリドの

大部分は代謝されてデスメ

チル-アセタミプリドとなっ

た。次に、トキシコキネテ

ィックモデリングを行い、 
日本人成人 373 人から採取

した尿サンプル中のネオニ

コチノイドを分析した結果

から、平均 1 日摂取量は

0.53～3.66 μg/日（クロチア

ニジン 0.86 μg/日）と推定し

た。 集団におけるネオニコ

チノイドの最大摂取量はジ

ノテフランの 64.5 μg/日で

あり、これは ADI の 1 %未

満だった。検出濃度と食事

及び生活習慣変数との関連
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については、クロチアニジ

ン、デスメチルアセタミプ

リド、ジノテフラン及びイ

ミダクロプリドの濃度は、

サンプル収集前日の果物摂

取量と相関が認められ、参

加者の性別、お茶の摂取

量、または使用した農薬の

量と有意な相関はなかっ

た。 野菜を「頻繁に」食べ

る参加者は、他の参加者

（野菜を「時々」食べる参

加者）よりも尿中のネオニ

コチノイド濃度が高くなる

傾向があったが、その差は

統計的に有意ではなかっ

た。 
日本におけるネオニコチノ

イド系農薬のヒト薬物動態

モデルの確立も含めた生物

学的モニタリングに関する

結果であり、ヒトの健康影

響を評価する補足資料にな

る可能性があるため、適合

性 b とする。 
 
  



        

38  

12-3 
(314) 

II 8.3.1 Zhu, YC; Yao, JX; 
Adamczyk, J; Luttrell, 
R 

2017 Synergistic toxicity and 
physiological impact of 
imidacloprid alone and binary 
mixtures with seven 
representative pesticides on 
honey bee (Apis mellifera) 

PLOS ONE, 12 (5), e0176837 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0
176837 

イミダクロプリド単独及び 
7 つの代表的な殺虫剤（クロ

チアニジン他）との二成分混

合物のミツバチ (Apis 
mellifera) に対する相乗毒性

及び生理学的影響に関する

文献。LD50の報告はない

が、死亡をエンドポイント

した試験を実施しており、

区分 b とした。 
12-4 
(392) 

II 8.3.1 Imran, M; Naseem, T; 
Iqbal, A; Mahmood, 
K; Sheikh, UAA 

2018 Assessment of sensitivity level 
of honeybee (Apis mellifera) 
to neonicotinoid insecticides 

ASIAN JOURNAL OF 
AGRICULTURE AND BIOLOGY, 6 
(3), 327-334 

ネオニコチノイド系殺虫剤

のミツバチ (Apis mellifera)
に対する感受性の評価に関

する文献。LD50の報告はな

いが、死亡をエンドポイン

トした試験を実施してお

り、区分 bとした。 
12-5 
(106) 

II 8.3.1.5 Wood, SC; Kozii, IV; 
Koziy, RV; Epp, T; 
Simko, E 

2018 Comparative chronic toxicity 
of three neonicotinoids on 
New Zealand packaged honey 
bees 

PLOS ONE, 13 (1), e0190517 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0
190517 

ニュージーランド産のミツ

バチコロニーに対する 3 種
類のネオニコチノイド類の

慢性毒性の比較を示した文

献。半野外試験の無影響濃

度の検討に参考となる知見

であり、区分 b とした。 
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12-6 
(35) 

II 8.3.1.5 Osterman, J; 
Wintermantel, D; 
Locke, B; Jonsson, O; 
Semberg, E; Onorati, 
P; Forsgren, E; 
Rosenkranz, P; 
Rahbek-Pedersen, T; 
Bommarco, R; Smith, 
HG; Rundlöf, M; de 
Miranda, JR 

2019 Clothianidin seed-treatment 
has no detectable negative 
impact on honeybee colonies 
and their pathogens 

NATURE COMMUNICATIONS, 10, 
692 
http://dx.doi.org/10.1038/s41467-019-
08523-4 

クロチアニジン種子処理は

ミツバチのコロニーとその

病原体に対して検出可能な

悪影響を及ぼさないことを

示した文献。半野外試験の

無影響濃度の検討に参考と

なる知見であり、区分 bと
した。 

12-7 
(43) 

II 8.3.1.5 Tison, L; Duer, A; 
Púciková, V; 
Greggers, U; Menzel, 
R 

2020 Detrimental effects of 
clothianidin on foraging and 
dance communication in honey 
bees 

PLOS ONE, 15 (10), e0241134 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0
241134 

クロチアニジン慢性暴露に

よるミツバチの採餌とダン

スコミュニケーションへの

影響に関する文献。半野外

試験の無影響濃度の検討に

参考となる知見であり、区

分 b とした。 
* 括弧内のリストNo. は収集した論文の通し番号 



        

40  

表13 適合性評価の第２段階で「区分ｃ」と判断した論文とその理由 
リス

トNo. 
データ

要求

（項目

番号） 

著者 出版

年 
論文表題 掲載誌名、号、ページ等 判断理由 

13-1 
(246) 

II 6.2.1 Ford, KA; Casida, JE 2008 Comparative Metabolism and 
Pharmacokinetics of Seven 
Neonicotinoid Insecticides in 
Spinach 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
AND FOOD CHEMISTRY, 56 (21), 
10168-10175 
http://dx.doi.org/10.1021/jf8020909 

水耕栽培のほうれんそうに

おける 7 種類のネオニコチ

ノイド系殺虫剤の代謝経路

を示した文献。クロチアニ

ジンの葉菜類における代謝

経路が示されているが、試

験方法及び分析法の詳細な

記載がなく、適切に同定さ

れているか不明であるた

め、区分ｃとした。 
13-2 
(28) 

II 5.1 Shi, XY; Dick, RA; 
Ford, KA; Casida, JE 

2009 Enzymes and Inhibitors in 
Neonicotinoid Insecticide 
Metabolism 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
AND FOOD CHEMISTRY, 57 (11), 
4861-4866 
http://dx.doi.org/10.1021/jf900250f 

ネオニコチノイド系殺虫剤

の動物代謝について、肝代

謝酵素を用いた in vitro試験

結果と２種の有機リン系

CYP 阻害剤がその代謝に及

ぼす影響を検証した文献。 
ヒト CYP450 組換え酵素の

分子種 (CYP3A4、2C19及
び 2B6)、 ヒト肝臓アルデヒ

ドオキシダーゼ、in vitroマ
ウス肝ミクロソーム、S-ア
デノシルメチオニンを含む

マウス肝臓サイトゾルによ

り、チアメトキサム、クロ

チアニジン、イミダクロプ
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リドが主代謝物へ変換され

ことを確認した。2 種類の

有機リ ン CYP450阻害剤に

より in vivo マウスでイミダ

クロプリド、チアクロプリ

ド及びクロチアニジン代謝

は部分的に阻害され、親化

合物の脳及び肝臓レベルが

上昇した一方で、ヒドロキ

シル化代謝物レベルは減少

した。 
被験物質の純度の記載がな

く、代謝経路の解明のため

の定性的な試験であるた

め、区分 cとした。 
13-3 
(55) 

II 5 Li, P; Ann, J; Akk, G 2011 Activation and Modulation of 
Human α4β2 Nicotinic 
Acetylcholine Receptors by 
the Neonicotinoids 
Clothianidin and Imidacloprid 

JOURNAL OF NEUROSCIENCE 
RESEARCH, 89 (8), 1295-1301 
http://dx.doi.org/10.1002/jnr.22644 

ヒト α4β2 ニコチン性アセチ

ルコリン受容体の活性化と

調節に対するクロチアニジ

ン及びイミダクロプリドの

影響を検証した文献。 

クロチアニジンとイミダク

ロプリドは、ヒト神経細胞

の α4β2 ニコチン性アセチル

コリン受容体の弱いアゴニ

ストであることが示され、

相対ピーク電流は 1 mM ア
セチルコリン (ACh) による

応答の 1～4 %であった。イ

ミダクロプリドを同時に処

理することにより ACh によ

って誘発される電流を強く
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抑制した。 シルドプロット

分析から、ヒト α4β2 受容体

に対するイミダクロプリド

の親和性は 18 μM と推定さ

れた。低濃度のクロチアニ

ジン処理により低濃度 ACh
の応答が増強され、ACh と

クロチアニジンがそれぞれ

１分子結合した受容体は、

ACh1 分子結合した受容体

よりも高いゲート効率を有

することを示唆している。 
クロチアニジンにより

(α4)2(β2)3受容体は(α4)3(β2)2 
受容体よりも有意に強く阻

害された。 

用量相関性があり、作用性

を解明する上で参考となる

可能性はあるが、被験物質

の純度の記載がないため、

区分 c とした。 
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13-4 
(308) 

II 6.6 Kondo, T; Watanabe, 
A; Shitara, H; 
Kaburagi, Y; Shibata, 
M; Kanda, N; 
Kurokawa, C; Inoue, 
Y; Miyazaki, M; 
Togawa, M; Ozawa, 
A; Uchiyama, T; 
Koizumi, Y; 
Nakamura, Y; 
Masuda, S; Maitani, T 

2013 Residual Pesticide 
Concentrations in Tea after 
Processing to Various Types 
of Tea and in Tea Infusions 

FOOD HYGIENE AND SAFETY 
SCIENCE, 54 (4), 259-265 

茶の加工工程及び熱湯浸出

時におけるクロルフェナピ

ル、ピリミホスメチル及び

クロチアニジンの消長に関

する文献。生葉、荒茶及び

浸出液のクロチアニジン残

留濃度を測定、浸出液への

移行は加工行程での茶葉の

粒度に関係なく水溶解度に

依存していることを確認し

ており、クロチアニジンの

暴露評価を行うにあたり参

考となる情報であるが、分

析法の妥当性確認及び保存

安定性について不十分であ

りテストガイドラインで定

める条件と合致していない

ため、区分 cとした。 
13-5 
(56) 

II 8.1 Tokumoto, J; Danjo, 
M; Kobayashi, Y; 
Kinoshita, K; 
Omotehara, T; 
Tatsumi, A; 
Hashiguchi, M; 
Sekijima, T; 
Kamisoyama, H; 
Yokoyama, T; 
Kitagawa, H; Hoshi, N 

2013 Effects of Exposure to 
Clothianidin on the 
Reproductive System of Male 
Quails 

JOURNAL OF VETERINARY 
MEDICAL SCIENCE, 75 (6), 755-760 
http://dx.doi.org/10.1292/jvms.12-0544 

クロチアニジン暴露による

雄ウズラの生殖器系に対す

る影響に関する文献。日本

の評価に用いられるエンド

ポイント(死亡)が得られて

いないため、区分 c とし

た。 

13-6 
(59) 

II 8.3.1 Di Prisco, G; 
Cavaliere, V; 
Annoscia, D; 
Varricchio, P; Caprio, 

2013 Neonicotinoid clothianidin 
adversely affects insect 
immunity and promotes 
replication of a viral pathogen 
in honey bees 

PROCEEDINGS OF THE NATIONAL 
ACADEMY OF SCIENCES OF THE 
UNITED STATES OF AMERICA, 110 
(46), 18466-18471 

クロチアニジンが昆虫の免

疫に悪影響を及ぼし、ミツ

バチにおけるウイルス病原

体の複製を促進することを
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E; Nazzi, F; Gargiulo, 
G; Pennacchio, F 

http://dx.doi.org/10.1073/pnas.13149231
10 

示した文献。日本の評価に

用いられるエンドポイント

(死亡)が得られていないた

め、区分 cとした。 
13-7 
(401) 

II 8.3.1 Palmer, MJ; Moffat, 
C; Saranzewa, N; 
Harvey, J; Wright, 
GA; Connolly, CN 

2013 Cholinergic pesticides cause 
mushroom body neuronal 
inactivation in honeybees 

NATURE COMMUNICATIONS, 4, 
1634 
http://dx.doi.org/10.1038/ncomms2648 

コリン作動性殺虫剤（ネオニ

コチノイド、有機リン系）が

ミツバチのキノコ体の神経

細胞の不活性化を引き起こ

すことを示した文献。日本

の評価に用いられるエンド

ポイント(死亡)が得られて

いないため、区分 c とし

た。 
13-8 
(27) 

II 5 Özdemir, HH; Kara, 
M; Yumrutas, O; 
Uckardes, F; Eraslan, 
E; Demir, CF; Bal, R 

2014 Determination of the effects on 
learning and memory 
performance and related gene 
expressions of clothianidin in 
rat models 

COGNITIVE NEURODYNAMICS, 8 
(5), 411-416 
http://dx.doi.org/10.1007/s11571-014-
9293-1 

ラットにおけるクロチアニ

ジンの学習及び記憶能力並

びに関連遺伝子発現に対す

る影響を示した文献。 
クロチアニジン (2、8及び

24 mg/kg) を幼齢（各群 4 匹）

及び成体（各群 6 匹）の

Wistar ラットに強制経口投

与し、モリス水迷路テスト

とプローブテストによって

認知機能と学習機能を評価

した。 また海馬から単離し

た組織の N-メチル D-アス

パラギン酸 1 (GRIN1)、ム

スカリン受容体 M1、シナ

プトフィジン(SYP)及び神経

成長関連タンパク質 43 
(GAP-43)の発現レベルを、
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リアルタイム PCR 法により

測定した。 モリス水迷路試

験では、クロチアニジン投

与による成体ラットと幼齢

ラットに変化は見られなか

ったが (p>0.05)、プローブ

テストでは 24 mg/kg 投与後

の幼齢ラットと対照群の間

では有意な変化が認められ

た (p<0.05)。GRIN1、M1、
SYP、GAP-43 の発現レベル

は、対照と比較しても変化

はなかった (p>0.05)。  
NOAEL 付近の影響を検証

した結果であるが、被験物

質の純度の記載がなく、実

施している試験環境がテス

トガイドラインで定める条

件と合致していないため、

区分 c とした。 
13-9 
(79) 

II 8.1 Hoshi, N; Hirano, T; 
Omotehara, T; 
Tokumoto, J; 
Umemura, Y; 
Mantáni, Y; Tanida, T; 
Warita, K; Tabuchi, Y; 
Yokoyama, T; 
Kitagawa, H 

2014 Insight into the Mechanism of 
Reproductive Dysfunction 
Caused by Neonicotinoid 
Pesticides 

BIOLOGICAL & 
PHARMACEUTICAL BULLETIN, 37 
(9), 1439-1443 
http://dx.doi.org/10.1248/bpb.b14-00359 

クロチアニジンの経口投与

によりウズラの生殖機能に

悪影響を与えるかどうかを

調査した文献。日本の評価

に用いられるエンドポイン

ト(死亡)が得られていない

ため、区分 c とした。 
13-10 
(221) 

II 8.3.1 Fischer, J; Müller, T; 
Spatz, AK; Greggers, 
U; Grünewald, B; 
Menzel, R 

2014 Neonicotinoids Interfere with 
Specific Components of 
Navigation in Honeybees 

PLOS ONE, 9 (3), e91364 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0
091364 

ミツバチの飛行に対するネ

オニコチノイドの影響を調

査した文献。日本の評価に

用いられるエンドポイント
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(死亡)が得られていないた

め、区分 cとした。 

13-11 
(153) 

II 5 Marío, JT; Fujioka, K; 
Ikenaka, Y; 
Nakayama, SMM; 
Mizukawa, H; 
Aoyama, Y; Ishizuka, 
M; Taira, K 

2015 Relationship between Urinary 
N-Desmethyl-Acetamiprid and 
Typical Symptoms including 
Neurological Findings: A 
Prevalence Case-Control 
Study 

PLOS ONE, 10 (11), e0142172 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0
142172 

神経学的所見を含むいくつ

かの典型的な症状を示した

患者の尿中の N-デスメチル 
-アセタミプリドと 6 種類の

ネオニコチノイドを測定し

た症例対照研究に関する文

献。 
原因不明の症状のある患者

35 名と無症状のボランティ

ア 50 名(無症状グループ、

NSG、4 ～ 87 歳)からスポ

ット尿サンプルを収集し

た。 近時記憶障害、指の震

え、及び 6つの症状（頭痛、

全身倦怠感、動悸/胸痛、腹

痛、筋肉痛/脱力感/けいれ

ん、咳）のうち 5 つ以上を有

する患者は、典型的なネオ

ニコチノイド症状群（TSG、

n= 19 歳、5～69 歳）、残り

は非定型症状群（ASG、n = 
16、5～78 歳）であった。 尿
中の N-デスメチル-アセタ

ミプリドと 6 種類のネオニ

コチノイドは、LC-MS/MS
により定量した。 N-デスメ

チル-アセタミプリドの検出

は、TSG 群 (47.4%、6.0 
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ppb(最大)) で最も頻繁に検

出され、次いで ASG 群

(12.5%、4.4 ppb)、NSG 群

(6.0%、2.2 ppb) であった。 
アセタミプリドは検出され

なかった。 チアメトキサム

は、TSG 群 (31.6%、1.4 
ppb)、ASG 群 (6.3%、1.9 
ppb)で検出されたが、NSG
群では検出されなかった。 
ニテンピラムは、TSG 群

(10.5%、1.2 ppb)、ASG 群

(6.3%、トレース)、 NSG 群

(2.0%、トレース) で検出さ

れた。クロチアニジンは 
ASG 群 (6.3%、トレース) 
と NSG 群 (2.0%、1.6 ppb)
でのみ検出された。 ASG 群

尿中にチアクロプリドが検

出された (6.3%、0.1 ppb)。
N-デスメチル-アセタミプリ

ドの検出は、症状の有病率

の増加と関連していた (オ

ッズ比: 14、95 % 信頼区間: 
3.5-57)。 
クロチアニジンの尿中濃度

も測定されているが、尿中

N-デスメチル-アセタミプリ

ドと症状との関連による有

病率の症例対照研究であ

り、区分 cとした。 
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13-12 
(1) 

II 5.6 Hirano, T; Yanai, S; 
Omotehara, T; 
Hashimoto, R; 
Umemura, Y; Kubota, 
N; Minami, K; 
Nagahara, D; Matsuo, 
E; Aihara, Y; 
Shinohara, R; 
Furuyashiki, T; 
Mantani, Y; 
Yokoyama, T; 
Kitagawa, H; Hoshi, N 

2015 The combined effect of 
clothianidin and environmental 
stress on the behavioral and 
reproductive function in male 
mice 

JOURNAL OF VETERINARY 
MEDICAL SCIENCE, 77 (10), 1207-
1215 
http://dx.doi.org/10.1292/jvms.15-0188 

雄マウスの行動機能及び生

殖機能に対するクロチアニ

ジンと環境ストレスの複合

効果に関する文献。 

予測不可能な慢性ストレス

下でネオニコチノイドであ

るクロチアニジン（0、10、
50 及び 250 mg/kg/日）を 4 週

間経口投与した雄マウス（各

群 5 匹）の免疫組織化学的及

び行動的分析を実施した。

クロチアニジン＋ストレス

負荷マウスの精巣では、精

細上皮の空胞化と抗酸化酵

素グルタチオンペルオキシ

ダーゼ 4 の免疫反応性の低

下が観察された。オープン

フィールド試験では運動活

動には影響がなかったもの

の、クロアチアニジン及び

ストレスによりマウスの不

安様行動が上昇した。 

NOAEL 付近の影響を検証

した結果であるが、慢性ス

トレス下という実施してい

る試験環境がテストガイド

ラインで定める条件と合致

していないため、区分 cと
した。 
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13-13 
(324) 

II 6.6 Noh, HH; Kim, DK; 
Lee, EY; Chang, MI; 
Im, MH; Lee, YD; 
Kyung, KS 

2015 Effects of oven drying on 
pesticide residues in field-
grown chili peppers 

JOURNAL OF THE KOREAN 
SOCIETY FOR APPLIED 
BIOLOGICAL CHEMISTRY, 58 (1), 
97-104 
http://dx.doi.org/10.1007/s13765-015-
0016-z 

屋外栽培とうがらしの残留

農薬に対するオーブン乾燥

の影響に関する文献。乾燥

とうがらしにおけるクロチ

アニジンの加工係数が算出

されており、暴露評価を行

うにあたり参考となる情報

であるが、分析法の妥当性

確認及び保存安定性につい

て不十分でありテストガイ

ドラインで定める条件と合

致していないため、区分 c

とした。 
13-14 
(393) 

II 8.3.1 Moffat, C; Pacheco, 
JG; Sharp, S; Samson, 
AJ; Bollan, KA; 
Huang, J; Buckland, 
ST; Connolly, CN 

2015 Chronic exposure to 
neonicotinoids increases 
neuronal vulnerability to 
mitochondrial dysfunction in 
the bumblebee (Bombus 
terrestris) 

FASEB JOURNAL, 29 (5), 2112-2119 
http://dx.doi.org/10.1096/fj.14-267179 

ネオニコチノイドの慢性暴

露によるセイヨウオオマル

ハナバチ (Bombus terrestris) 
のミトコンドリア機能不全

に対する影響を示した文

献。日本の評価に用いられ

るエンドポイント(死亡)が

得られていないため、区分

c とした。 
13-15 
(92) 

II 8.3.1 Moffat, C; Buckland, 
ST; Samson, AJ; 
McArthur, R; Pino, 
VC; Bollan, KA; 
Huang, JTJ; Connolly, 
CN 

2016 Neonicotinoids target distinct 
nicotinic acetylcholine 
receptors and neurons, leading 
to differential risks to 
bumblebees 

SCIENTIFIC REPORTS, 6, 24764 
http://dx.doi.org/10.1038/srep24764 

ネオニコチノイド（イミダク

ロプリド、チアメトキサ

ム、クロチアニジン）が異な

るニコチン性アセチルコリ

ン受容体とニューロンを標

的とし、マルハナバチに異

なるリスクをもたらすこと

を示した文献。日本の評価

に用いられるエンドポイン
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ト(死亡)が得られていない

ため、区分 c とした。 

13-16 
(191) 

II 8.3.1 Wessler, I; Gärtner, 
HA; Michel-Schmidt, 
R; Brochhausen, C; 
Schmitz, L; Anspach, 
L; Grünewald, B; 
Kirkpatrick, CJ 

2016 Honeybees Produce 
Millimolar Concentrations of 
Non-Neuronal Acetylcholine 
for Breeding: Possible Adverse 
Effects of Neonicotinoids 

PLOS ONE, 11 (6), e0156886 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0
156886 

ネオニコチノイドがミツバ

チの幼虫のエサ中の ACh 含

有量の減少を引き起こしコ

ロニー喪失の一因となって

いる可能性を示した文献。

日本の評価に用いられるエ

ンドポイント(死亡)が得ら

れていないため、区分 cと
した。 

13-17 
(2) 

II 5.6 Yanai, S; Hirano, T; 
Omotehara, T; Takada, 
T; Yoneda, N; Kubota, 
N; Yamamoto, A; 
Mantani, Y; 
Yokoyama, T; 
Kitagawa, H; Hoshi, N 

2017 Prenatal and early postnatal 
NOAEL-dose clothianidin 
exposure leads to a reduction 
of germ cells in juvenile male 
mice 

JOURNAL OF VETERINARY 
MEDICAL SCIENCE, 79 (7), 1196-
1203 
http://dx.doi.org/10.1292/jvms.17-0154 

出生前及び出生後早期にお

ける NOAEL 相当量のクロ

チアニジン暴露が幼齢雄マ

ウスの生殖細胞の減少を引

き起こすことを検証した文

献。 

妊娠マウスに、妊娠 1 日目

から産後 14 日目までクロチ

アニジン（0、10、または 50 
mg/kg/日）を経口投与し、生

後 14 日目の幼齢雄マウスの

精巣を検査した。50 mg/kg/
日投与群では精巣重量と精

細管あたりの生殖細胞の数

が減少し、生殖細胞を含ま

ない異常な尿細管が出現し

た。 アポトーシス細胞数と

増殖活性は、対照群とクロ

チアニジン投与群との間で
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有意な差はなかった。 精巣

あたりのライディッヒ細胞

体積、セルトリ細胞数、尿

細管直径などのアンドロゲ

ン関連パラメーターには有

意差はなかった。 

NOAEL 付近の影響を検証

した結果であるが、試験に

供した動物数が少なく、投

与方法等もテストガイドラ

インで定める条件と合致し

ていないため、区分 c とし

た。 
13-18 
(47) 

II 8.3.1 Brandt, A; Grikscheit, 
K; Siede, R; Grosse, 
R; Meixner, MD; 
Büchler, R 

2017 Immunosuppression in 
Honeybee Queens by the 
Neonicotinoids Thiacloprid 
and Clothianidin 

SCIENTIFIC REPORTS, 7, 4673 
http://dx.doi.org/10.1038/s41598-017-
04734-1 

チアクロプリド及びクロチ

アニジンによる女王バチに

おける免疫抑制に関する文

献。日本の評価に用いられ

るエンドポイント(死亡)が

得られていないため、区分

c とした。 
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13-19 
(97) 

II 8.3.1 Baines, D; Wilton, E; 
Pawluk, A; de Gorter, 
M; Chomistek, N 

2017 Neonicotinoids act like 
endocrine disrupting chemicals 
in newly-emerged bees and 
winter bees 

SCIENTIFIC REPORTS, 7, 10979 
http://dx.doi.org/10.1038/s41598-017-
10489-6 

ネオニコチノイド（アセタミ

プリド、クロチアニジン、

イミダクロプリド、チアメ

トキサム）をマルハナバチ、

ミツバチ、ハキリバチに投

与して経口急性及び慢性毒

性試験を実施した結果、羽

化したばかりのミツバチや

冬ミツバチにおいて内分泌

かく乱化学物質のように作

用することを示した文献。

日本の評価に用いられるエ

ンドポイント(死亡)が得ら

れていないため、区分 cと
した。 

13-20 
(107) 

II 8.3.1 López, JH; Krainer, S; 
Engert, A; Schuehly, 
W; Riessberger-Gallé, 
U; Crailsheim, K 

2017 Sublethal pesticide doses 
negatively affect survival and 
the cellular responses in 
American foulbrood-infected 
honeybee larvae 

SCIENTIFIC REPORTS, 7, 40853 
http://dx.doi.org/10.1038/srep40853 

亜致死量の農薬(ジメトエー

ト、クロチアニジン、フル

バリネート)とアメリカ腐蛆

病 (AFB) 感染症がミツバチ

幼虫の死亡率と細胞免疫応

答に及ぼす個別の影響と複

合的な影響を示した文献。

日本の評価に用いられるエ

ンドポイント(死亡)が得ら

れていないため、区分 cと
した。 
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13-21 
(133) 

II 8.3.1 Forfert, N; Troxler, A; 
Retschnig, G; 
Gauthier, L; Straub, L; 
Moritz, RFA; 
Neumann, P; 
Williams, GR 

2017 Neonicotinoid pesticides can 
reduce honeybee colony 
genetic diversity 

PLOS ONE, 12 (10), e0186109 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0
186109 

ネオニコチノイド系農薬が

ミツバチのコロニーの遺伝

的多様性（交尾回数）を減少

させる可能性があることを

示した文献。日本の評価に

用いられるエンドポイント

(死亡)が得られていないた

め、区分 cとした。 
13-22 
(69) 

II 8.3.1.5 Samson-Robert, O; 
Labrie, G; Chagnon, 
M; Fournier, V 

2017 Planting of neonicotinoid-
coated corn raises honey bee 
mortality and sets back colony 
development 

PEERJ, 5, e3670 
http://dx.doi.org/10.7717/peerj.3670 

ネオニコチノイドを種子処

理したとうもろこしの植栽

によりミツバチの死亡率が

上昇し、コロニーの発達が

後退することを示した文

献。半野外試験の無影響濃

度の検討には参考とならな

い知見であり、区分 c とし

た。 
13-23 
(143) 

II 8.3.1.5 Woodcock, BA; 
Bullock, JM; Shore, 
RF; Heard, MS; 
Pereira, MG; Redhead, 
J; Ridding, L; Dean, 
H; Sleep, D; Henrys, 
P; Peyton, J; Hulmes, 
S; Hulmes, L; 
Sárospataki, M; Saure, 
C; Edwards, M; 
Genersch, E; Knäbe, 
S; Pywell, RF 

2017 Country-specific effects of 
neonicotinoid pesticides on 
honey bees and wild bees 

SCIENCE, 356 (6345), 1393+ 
http://dx.doi.org/10.1126/science.aaa119
0 

ネオニコチノイド系農薬の

大規模野外実験によるミツ

バチ及び野生ハナバチに対

する影響を示した文献。半

野外試験の無影響濃度の検

討には参考とならない知見

であり、区分 c とした。 
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13-24 
(328) 

II 5 Cartereau, A; Martin, 
C; Thany, SH 

2018 Neonicotinoid insecticides 
differently modulate 
acetycholine-induced currents 
on mammalian α7 nicotinic 
acetylcholine receptors 

BRITISH JOURNAL OF 
PHARMACOLOGY, 175 (11), 1987-
1998 
http://dx.doi.org/10.1111/bph.14018 

クロチアニジン、アセタミ

プリド、チアメトキサムは

哺乳動物の α7 ニコチン性ア

セチルコリン受容体におけ

るアセチルコリン誘導電流

をそれぞれ異なる方法で調

節することを示した文献。 

二電極電圧固定電気生理学

を使用して、アフリカツメ

ガエル卵母細胞に発現させ

たニコチン性 7 受容体に対

する 3 種類のネオニコチノ

イド系殺虫剤（クロチアニジ

ン、アセタミプリド、チア

メトキサム）の単一又は複数

組み合わせによる薬理作用

を調べた結果、クロチアニ

ジンとアセタミプリドは、

哺乳動物の神経細胞 7 ニコ

チン性受容体のパーシャル

アゴニストであったが、チ

アメトキサムは作用しなか

った。 クロチアニジン及び

アセタミプリド (10M)を前

処理することで ACh (100M)
によって誘発される電流を

大幅に増強したが、チアメ

トキサム (10M) の前処理は 
ACh 誘発電流の振幅を減少

させた。 3つのネオニコチ

ノイドを組み合わせること
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で ACh 誘発電流は減少し

た。 

作用性を解明する上で参考

となる可能性はあるが、定

量的なデータとしては活用

できないため、、区分 cと
した。 

13-25 
(384) 

II 8.1 Ertl, HM; Mora, MA; 
Boellstorff, DE; 
Brightsmith, D; 
Carson, K 

2018 Potential effects of 
neonicotinoid insecticides on 
northern bobwhites 

WILDLIFE SOCIETY BULLETIN, 42 
(4), 649-655 
http://dx.doi.org/10.1002/wsb.921 

コリンウズラに対するネオ

ニコチノイド系殺虫剤の潜

在的な影響を示した文献。

日本の評価に用いられるエ

ンドポイント(死亡)が得ら

れていないため、区分 cと
した。 

13-26 
(30) 

II 8.3.1 Wintermantel, D; 
Locke, B; Andersson, 
GKS; Semberg, E; 
Forsgren, E; 
Osterman, J; Pedersen, 
TR; Bommarco, R; 
Smith, HG; Rundlöf, 
M; de Miranda, JR 

2018 Field-level clothianidin 
exposure affects bumblebees 
but generally not their 
pathogens 

NATURE COMMUNICATIONS, 9, 
5446 
http://dx.doi.org/10.1038/s41467-018-
07914-3 

野外圃場におけるマルハナ

バチへのクロチアニジン暴

露はマルハナバチの能力に

影響を与えるが、病原性微

生物叢や有益な微生物叢に

は影響を及ぼさないことを

調査した文献。半野外試験

の無影響濃度の検討には参

考とならない知見であり、

区分 c とした。 
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13-27 
(72) 

II 8.3.1 Tarek, H; 
Hamiduzzaman, MM; 
Morfin, N; Guzman-
Novoa, E 

2018 Sub-lethal doses of 
neonicotinoid and carbamate 
insecticides reduce the lifespan 
and alter the expression of 
immune health and 
detoxification related genes of 
honey bees (Apis mellifera) 

GENETICS AND MOLECULAR 
RESEARCH, 17 (2), gmr16039908 
http://dx.doi.org/10.4238/gmr16039908 

致死量以下のネオニコチノ

イド系殺虫剤とカーバメー

ト系殺虫剤がミツバチ 

(Apis mellifera) の寿命を縮

め、免疫と解毒関連遺伝子

の発現を変化させることを

示した文献。日本の評価に

用いられるエンドポイント

(死亡)が得られていないた

め、区分 cとした。 
13-28 
(96) 

II 8.3.1 Mobley, MW; Gegear, 
RJ 

2018 One size does not fit all: Caste 
and sex differences in the 
response of bumblebees 
(Bombus impatiens) to chronic 
oral neonicotinoid exposure 

PLOS ONE, 13 (10), e0200041 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0
200041 

クロチアニジンの慢性経口

暴露によるマルハナバチ 
(Bombus inpatiens) の反応が

階級や性により異なること

を示した文献。日本の評価

に用いられるエンドポイン

ト(死亡)が得られていない

ため、区分 c とした。 
13-29 
(45) 

II 8.3.1 Morfin, N; Goodwin, 
PH; Hunt, GJ; 
Guzman-Novoa, E 

2019 Effects of sublethal doses of 
clothianidin and/or V. 
destructor on honey bee (Apis 
mellifera) self-grooming 
behavior and associated gene 
expression 

SCIENTIFIC REPORTS, 9, 5196 
http://dx.doi.org/10.1038/s41598-019-
41365-0 

ミツバチ (Apis mellifera) の
グルーミング行動及び関連

遺伝子発現に対する亜致死

量のクロチアニジン及び/ま
たはミツバチヘギイタダニ

の影響に関する文献。日本

の評価に用いられるエンド

ポイント(死亡)が得られて

いないため、区分 c とし

た。 
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13-30 
(312) 

II 8.3.1 Tadei, R; Domingues, 
CEC; Malaquias, JB; 
Camilo, EV; 
Malaspina, O; Silva-
Zacarin, ECM 

2019 Late effect of larval co-
exposure to the insecticide 
clothianidin and fungicide 
pyraclostrobin in Africanized 
Apis mellifera 

SCIENTIFIC REPORTS, 9, 3277 
http://dx.doi.org/10.1038/s41598-019-
39383-z 

アフリカ化セイヨウミツバ

チの幼虫への殺虫剤クロチ

アニジンと殺菌剤ピラクロ

ストロビンの同時暴露によ

る晩期影響に関する文献。

日本の評価に用いられるエ

ンドポイント(死亡)が得ら

れていないため、区分 cと
した。 

13-31 
(294) 

II 8.3.1.5 Dietzsch, AC; Kunz, 
N; Wirtz, IP; Stähler, 
M; Heimbach, U; 
Pistorius, J 

2019 Does winter oilseed rape 
grown from clothianidin-
coated seeds affect 
experimental populations of 
mason bees and bumblebees? 
A semi-field and field study 

JOURNAL OF CONSUMER 
PROTECTION AND FOOD SAFETY, 
14 (3), 223-238 
http://dx.doi.org/10.1007/s00003-019-
01225-5 

クロチアニジンでコーティ

ングされた種子から栽培さ

れた冬なたねが準野外及び

野外試験においてメイソン

ミツバチやマルハナバチに

与える影響に関する文献。

半野外試験の無影響濃度の

検討には参考とならない知

見であり、区分 cとした。 
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13-32 
(9) 

II 5.3 Onaru, K; Ohno, S; 
Kubo, S; Nakanishi, S; 
Hirano, T; Mantani, Y; 
Yokoyama, T; Hoshi, 
N 

2020 Immunotoxicity evaluation by 
subchronic oral administration 
of clothianidin in Sprague-
Dawley rats 

JOURNAL OF VETERINARY 
MEDICAL SCIENCE, 82 (3), 360-372 
http://dx.doi.org/10.1292/jvms.19-0689 

Sprague-Dawley ラットにお

けるクロチアニジンの亜慢

性経口投与による免疫毒性

評価に関する文献。 

Sprague-Dawley ラット（各群

3 匹）にクロチアニジン（0、
30 及び 300 mg/kg/日）を 28
日間経口投与し、臓器重量

と体重、組織病理学、免疫

組織化学 (TCR アルファ ベ
ータ、CD4、CD8、
CD11b、CD68、CD103) に
よって評価した。 さらに、

一部の胃腸管内容物につい

て予備的な腸内細菌叢の分

析を行った。 その結果、

300 mg/kg/日群では軟便、

体重増加の抑制、臓器重量

の顕著な変化（胸腺：減少、

肝臓：増加）、腸内細菌叢の

変化が見られた。 免疫器官

に明らかな病理組織学的変

化はなかった。 30 及び 300 
mg/kg/日群の各 1 匹のラッ

トで耳介の肉芽腫が観察さ

れたが、耳介の厚さや免疫

組織化学に明らかな影響は

なかった。  
実施している試験環境がテ

ストガイドラインで定める
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条件と合致していないた

め、区分 cとした。 

13-33 
(132) 

II 8.2.2.5 Becker, JM; Russo, R; 
Shahid, N; Liess, M 

2020 Drivers of pesticide resistance 
in freshwater amphipods 

SCIENCE OF THE TOTAL 
ENVIRONMENT, 735, 139264 
http://dx.doi.org/10.1016/j.scitotenv.202
0.139264 

淡水ヨコエビの農薬耐性の

要因を調査した文献。日本

の評価に用いられるエンド

ポイント(死亡)が得られて

いないため、区分 c とし

た。 
13-34 
(39) 

II 8.3.1 Annoscia, D; Di 
Prisco, G; 
Becchimanzi, A; 
Caprio, E; Frizzera, D; 
Linguadoca, A; Nazzi, 
F; Pennacchio, F 

2020 Neonicotinoid Clothianidin 
reduces honey bee immune 
response and contributes to 
Varroa mite proliferation 

NATURE COMMUNICATIONS, 11 
(1), 5887 
http://dx.doi.org/10.1038/s41467-020-
19715-8 

クロチアニジンはミツバチ

の免疫反応を低下させ、バ

ロアダニの増殖に寄与する

ことを示した文献。日本の

評価に用いられるエンドポ

イント(死亡)が得られてい

ないため、区分 cとした。 
13-35 
(41) 

II 8.3.1 Morfin, N; Goodwin, 
PH; Guzman-Novoa, 
E 

2020 Interaction of field realistic 
doses of clothianidin and 
Varroa destructor parasitism 
on adult honey bee (Apis 
mellifera L.) health and neural 
gene expression, and 
antagonistic effects on 
differentially expressed genes 

PLOS ONE, 15 (2), e0229030 
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0
229030 

成蜂ミツバチ (Apis mellifera 
L.) に対する圃場における実

用量のクロチアニジンとミ

ツバチヘギイタダニの寄生

の相関関係、及び発現差の

ある神経遺伝子に対する拮

抗作用に関する文献。日本

の評価に用いられるエンド

ポイント(死亡)が得られて

いないため、区分 c とし

た。 
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13-36 
(302) 

II 8.3.1 Siefert, P; Hota, R; 
Ramesh, V; 
Grünewald, B 

2020 Chronic within-hive video 
recordings detect altered 
nursing behaviour and retarded 
larval development of 
neonicotinoid treated honey 
bees 

SCIENTIFIC REPORTS, 10 (1), 8727 
http://dx.doi.org/10.1038/s41598-020-
65425-y 

巣内ビデオ録画を用いてネ

オニコチノイドを与えたミ

ツバチの育児行動の変化と

幼虫の発育遅延を検証した

文献。日本の評価に用いら

れるエンドポイント(死亡)

が得られていないため、区

分 c とした。 
13-37 
(385) 

II 8.3.1 Morfin, N; Goodwin, 
PH; Guzman-Novoa, 
E 

2020 The Combined Effects 
ofVarroa destructorParasitism 
and Exposure to 
Neonicotinoids Affects Honey 
Bee (Apis melliferaL.) 
Memory and Gene Expression 

BIOLOGY-BASEL, 9 (9), 237 
http://dx.doi.org/10.3390/biology909023
7 

クロチアニジン及びバロア

ダニ暴露の複合効果がミツ

バチ (Apis melliferaL.) の記

憶と遺伝子発現に影響を与

えることを示した文献。日

本の評価に用いられるエン

ドポイント(死亡)が得られ

ていないため、区分 c とし

た。 
13-38 
(386) 

II 8.3.1 Morfin, N; Goodwin, 
PH; Guzman-Novoa, 
E 

2020 Interaction ofVarroa 
destructorand Sublethal 
Clothianidin Doses during the 
Larval Stage on Subsequent 
Adult Honey Bee (Apis 
melliferaL.) Health, Cellular 
Immunity, Deformed Wing 
Virus Levels and Differential 
Gene Expression 

MICROORGANISMS, 8 (6), 858 
http://dx.doi.org/10.3390/microorganism
s8060858 

幼虫段階でバロアダニと致

死量未満のクロチアニジン

に暴露した後のセイヨウミ

ツバチ成虫 (Apis melliferaL.) 
の健康、細胞免疫、変形翅

ウイルスレベル及び差次的

遺伝子発現の相互作用に関

する文献。日本の評価に用

いられるエンドポイント(死

亡)が得られていないため、

区分 c とした。 
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13-39 
(417) 

II 8.3.1 Mustard, JA; Gott, A; 
Scott, J; Chavarria, 
NL; Wright, GA 

2020 Honeybees fail to discriminate 
floral scents in a complex 
learning task after consuming 
a neonicotinoid pesticide 

JOURNAL OF EXPERIMENTAL 
BIOLOGY, 223 (5), jeb217174 
http://dx.doi.org/10.1242/jeb.217174 

ネオニコチノイド系殺虫剤

を摂取したミツバチは複雑

な嗅覚学習に影響を及ぼし

花の香りを識別できないこ

とを示した文献。日本の評

価に用いられるエンドポイ

ント(死亡)が得られていな

いため、区分 c とした。 
13-40 
(399) 

II 8.3.1.5 Yamada, T; Yamada, 
K 

2020 Comparison of long-term 
changes in size and longevity 
of bee colonies in mid-west 
Japan and Maui with and 
without exposure to pesticide, 
cold winters, and mites 

PEERJ, 8, e9505 
http://dx.doi.org/10.7717/peerj.9505 

殺虫剤、寒冬及びダニへの

暴露の有無による中西部日

本とマウイ島のミツバチの

コロニーの大きさと寿命の

長期変化の比較した文献。

半野外試験の無影響濃度の

検討には参考とならない知

見であり、区分 cとした。 
13-41 
(3) 

II 5.6 Maeda, M; Kitauchi, 
S; Hirano, T; Ikenaka, 
Y; Nishi, M; Shoda, 
A; Murata, M; 
Mantani, Y; Tabuchi, 
Y; Yokoyama, T; 
Hoshi, N 

2021 Fetal and lactational exposure 
to the no-observed-adverse-
effect level (NOAEL) dose of 
the neonicotinoid pesticide 
clothianidin inhibits 
neurogenesis and induces 
different behavioral 
abnormalities at the 
developmental stages in male 
mice 

JOURNAL OF VETERINARY 
MEDICAL SCIENCE, 83 (3), 542-548 
http://dx.doi.org/10.1292/jvms.20-0721 

胎児及び授乳期における

NOAEL 相当量のクロチア

ニジンの暴露が、雄マウス

の神経新生を阻害し、発育

段階でさまざまな行動異常

を誘発することを検証した

文献。 

妊娠マウスに胎生期 1.5日
から出生後 21 日目までクロ

チアニジン（0 または 65 
mg/kg/日）を経口投与し、幼

齢マウス（各群 3～5 匹）と成

体マウス（各群 4～6 匹）にお

ける神経行動学的影響を評

価した結果、 幼齢マウスで
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不安様行動が、成体マウス

で自発運動活動の有意な増

加が観察され、また幼齢マ

ウスと成体マウスで海馬歯

状回のニューロン活動とニ

ューロン形成が阻害され

た。 

２用量区であること、投与

方法も含め、実施している

試験環境がテストガイドラ

インで定める条件と合致し

ていないため、区分 c とし

た。 
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13-42 
(332) 

II 7.2 Watanabe, E; Seike, N 2021 Liquid Chromatographic 
Determination of Trace 
Bioavailable Neonicotinoids in 
Soil with Dispersive Liquid-
Liquid Microextraction and Its 
Application for Experimental 
Monitoring 

JOURNAL OF AGRICULTURAL 
AND FOOD CHEMISTRY, 69 (14), 
4284-4293 
http://dx.doi.org/10.1021/acs.jafc.0c063
27 

分散型液液マイクロ抽出法

及び HPLC を用いた土壌中

のネオニコチノイド（ジノテ

フラン、ニテンピラム、チ

アメトキサム、クロチアニ

ジン、イミダクロプリド、

アセタミプリド、チアクロ

プリド）の分析法の妥当性確

認と土壌中濃度のモニタリ

ングへの応用を示した文

献。パイロット試験では、

茨城圃場において当該分析

法を用いてジノテフラン、

クロチアニジン、イミダク

ロプリド及びチアクロプリ

ド処理後の土壌中残留濃度

を経時的に測定し、半減期

を算出している。クロチア

ニジンの日本土壌における

土壌残留性についての報告

であるが、テストガイドラ

ンで定める条件と合致して

いない点があるため、区分

cとした。 
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13-43 
(114) 

II 8.3.1 Schott, M; Sandmann, 
M; Cresswell, JE; 
Becher, MA; Eichner, 
G; Brandt, DT; 
Halitschke, R; 
Krueger, S; Morlock, 
G; Düring, RA; 
Vilcinskas, A; 
Meixner, MD; 
Büchler, R; Brandt, A 

2021 Honeybee colonies 
compensate for pesticide-
induced effects on royal jelly 
composition and brood 
survival with increased brood 
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